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第一章　結婚












　ふと、神父に名前を読み上げられた瞬間、ソニアの頭の中を急激に何かの記憶が駆け巡った。

　それはソニアの記憶ではない。

　ここから遠い世界――日本という国で社会人をしていた頃の自分の記憶だ。

（あ、私異世界転生してる）

　ソニアは戻ってきた記憶の渦の中にいながらも、そう理解した。

「ソニア・ブレイアム」

　新たな姓となったソニアの名が呼ばれ、ソニアは顔を上げる。

「汝、デニック・ブレイアムを夫とし、愛することを誓いますか？」

　隣で男が動いた気配を感じた。

　そう、今は結婚式の最中で、隣にいるこの男こそ、ソニアの結婚相手である。

　ソニアは男を見た。

　特徴的な赤い髪が揺れる。ソニアより頭二つ分ほど大きいのではと思える高身長はなかなか威圧感を与えてくる。ソニアには目もくれず、まっすぐ神父を見る紺色の瞳は、教会の窓から漏れる光を反射してキラキラ輝き、海みたいだなとソニアは思った。

　ソニアは知っている。この男を。

　彼がこれから結婚する相手だからではない。

　それこそ、ソニアは彼に出会う前より知っていた。

　デニック・ブレイアム。

　それはソニアが前世で読んでいた小説の男主人公。

　そしてソニアは――。

「誓います」

　その男主人公とヒロインの前に障害として立ち塞がる、デニックの政略結婚の妻であり、悪役である。







◇◇◇








　ソニアがソニアになる前。

　そのとき、日本でとても流行っていた恋愛小説があった。

　それは女性にときめいたことがない堅物男と、心優しい少女の恋愛ストーリーで、王道展開だったが、要所要所で胸キュンが仕込まれており、前世のソニアも胸を高鳴らせていた。

　男主人公は将軍としても活躍している公爵家の当主だが、仕事一辺倒で、女性に言い寄られてもまったく靡なびかず、自分の殻に閉じこもっているような男だった。そんな男が美しくも優しい少女に、初めての恋をする純愛ストーリー。

　しかし、当然それだけではつまらない。物語は障害があるから盛り上がるのだ。

　そしてこの小説の障害は――。

「私なのよね」

　ソニアがベッドに腰掛けながら呟いた。

　すでに結婚式で着ていたドレスは脱ぎ捨て、ネグリジェに着替えている。

　そう、もう結婚してしまった。

　結婚するしかない。政略結婚とは、両家の契約で行われるものであり、そう簡単に破棄することはできない。そもそも思い出したのが結婚式当日、式の真っ只中だった。そんな状況で「結婚やめます！」が通用するのは前世のドラマの中だけの話だ。実際にやってしまったら莫大な慰謝料と醜聞が付き纏う。

　この中世ヨーロッパ風の世界でそれをしたら、ソニアはこの貴族社会で生きていけない。

　怒った親は家に戻ることを許してはくれないだろうし、貴族として暮らすことはもう叶わなくなる。そうなれば、ソニアは平民として何も後ろ盾もないまま、莫大な慰謝料を支払っていくしかない。

　きっと死ぬまで払い続けることになるだろう。食事は必要最低限の質素なものとなり、靴や服は穴が空いても買い替えられず、お風呂も満足に入れず、病気になっても薬も買えない。そんな暮らしを一生することになる。

（危なかった……あのとき叫ばなくて良かった……）

　ソニアは記憶が戻ったときのことを思い出し、胸をなで下ろした。

　あそこでもし「あーーー！」と叫んでいたら、結婚式の最中に発狂したヤバい女になってしまう。もはや結婚云々の話がどうこうではなく、精神的に問題があるとされて強制的に修道院送りだったかもしれない。

　兎にも角にも、ソニアは原作の通りに結婚してしまった。

　原作のデニックの妻、ソニア・ブレイアムになったのだ。

（最悪だわ）

　ソニア・ブレイアム。

　デニックの政略結婚の妻。主な役割は男主人公とヒロインの前に立ち塞がる障害。

　当然、「浮気？　いいですよもちろん！」という女性では障害になり得ない。つまりソニアは「私というものがありながら！　絶対許さないわよ！」という嫉妬に狂って二人に嫌がらせをする読者のヘイトを集めるキャラクターだった。

　愛のない政略結婚に不満を持ち、自分を愛さないデニックにいつも当たっていた。終いにはデニックだけでなくヒロインにも嫌がらせをし、命を狙って失敗。投獄され、最期は獄中で病にかかり、亡くなった。

　そう、死ぬのである。

（死にたくない死にたくない死にたくない！　せっかく転生したのにそんな悲惨な死は真っ平よ！）

　ソニアはまだ生きる気である。第二の人生だろうが、生まれ変わって今まで生きてきたのだから、今世が自分の人生に間違いない。

　このまま死ぬなど受け入れられない。

　となれば、することは決まっている。

（死亡フラグを折る！）

　その為にすることは――。

　そうソニアが考えていたときに、ガチャリ、と音がした。

　振り向くと、部屋の扉が開いていた。

　逆光だったが、誰が入ってきたのかすぐにわかった。結婚式当日、この夫婦の寝室に入れる人間など決まっている。

　扉がバタリと閉まった。

　扉が閉まったことで、部屋は再び薄ぼんやりとした明かりのみとなった。その中をゆっくりと、たった今部屋に入ってきた人物がこちらに向かってくる気配がする。

　先にこの部屋で待っていたために薄暗さに目が慣れていたソニアには、彼の特徴的な髪がしっかりと見えた。

　赤。

　そう、結婚式でも見た赤だ。

　結婚式の衣装よりラフな格好をした男がこちらに来る。赤髪を揺らしながら近づいてきて、ついにその端正な顔立ちがよく見える距離になった。

　目の前にいるのはデニック・ブレイアム。

　ソニアの夫である。

「すまない。遅くなった」

　男はソニアの隣に腰掛けると、その顔を近づけ――。

「あっっぶない！」

　ソニアは両手でその顔を塞いだ。

「……何だ、これは」

　デニックは不満そうにソニアの手を顔から外した。

「怖いのか？　だが、今夜は初夜だ。やることをやる義務がある」

　デニックの言う通り、今夜は初夜である。花嫁と花婿が性行為を行って契ちぎりを結ぶ最初の夜だ。

　しかし、それはなんとしても阻止しなければいけない。

　ソニアは意を決して口を開いた。

「やめましょう！」

「は？」

　デニックが眉間に皺を寄せた。

「妻の役割を果たさないつもりか？」

　わかっている。デニックがこの結婚に気乗りせず、したくもない初夜をしに来たのに、妻に拒まれて不愉快な気持ちになっていることは。

　だがこのままするわけにはいかないのだ。お互いのために。

「契約しましょう！」

　デニックが胡乱うろんな目をソニアに向ける。

「契約？」

　はあ、とデニックがため息を吐いた。

「何を言い出すかと思えば……金が欲しいのか？」

　デニックの発言にソニアはギョッとした。

「まさか！　違います！」

「誤魔化さなくていい。いくら払えばいいんだ？」

「だから違います！」

　金をもらったらやらせるような人間だと思われているのか。彼の中で自分のイメージはどうなっているのか。婚約期間中何かしただろうか。

　考えるが、特に原作のソニアのようなことはまだ何もしてないはずだ。二人で会うときも、気まずさはあったものの、婚約者であったデニックが不快にならないように注意して過ごしていた。

　しかし、それでもデニックはお金でソニアが釣れると思っているようなので、物語の強制力が働いているのかもしれない。確かに原作のソニアはお金ばかり求める浪費家だった。

　しかし、そんな強制力に負けている場合ではない。

　ソニアは必死に首を横に振ってそんな意思はないことを伝えると、デニックも少し理解したようで、ベッドのそばにある椅子に腰掛けた。ベッドに座らなかったことが、近くはないソニアとデニックの心の距離を物語っていた。

　しかし、ソニアもデニックに恋心を抱いていないのでそれに傷ついたりしない。いや、記憶を取り戻す前は結婚に夢を持っていたので、あのままなら傷ついていたかもしれないが。

　記憶を取り戻さなければ、原作と同じことをしていた可能性がある。そうなれば原作通りにソニアは破滅していたのだろう。

　ソニアは遅くはあったが、記憶を取り戻したことに感謝した。できればもう少し早く記憶を取り戻せたらよかったが。

　兎にも角にも、今のソニアはデニックに執着もしていないし、望むことは一つだけだ。

「一年後、離婚しましょう！」

　離婚さえできたらソニアは二人の障害になり得ない。ソニアと離婚してから、デニックとヒロインは結婚したらいい。

　誰も傷つかないハッピーエンドだ。

　本当なら今すぐに別れてあげたいが、そうもいかない。

　離婚するには条件がある。相手からの暴力行為。相手が莫大な借金をしたとき。そして白い結婚――つまり性行為のない夫婦生活が一年続いたとき。

　そう、ソニアが狙うのは白い結婚での離婚である。

「このまま性行為せずに一年過ごせば私と離婚できます。だから初夜はなしで」

「君と結婚したのは周りを黙らせるためだ。離婚したらまたうるさく言われるだろう」

「ですが、私といるのも本当は嫌ですよね？　あなたは私を嫌っている」

　結婚前に何回か会った。だがそれも必要最低限で、デニックはソニアと会話することも嫌っていた。

　誰の目から見ても、ソニアが好きではないことがわかる。

「一年間はうるさい相手を黙らせられます。そして一年後離婚しても、しばらくは『もう結婚は懲り懲りだ』とでも言えば、再婚も猶予ができるはず。その間に自分の望む相手と結婚するといいでしょう」

「望む相手などいない」

　これからヒロインに出会うのだ。

　そう言いたいが、まだ出会っていない今、それを言えば不審がられるだけだ。

「別に好いた相手を探して結婚しろと言っているわけではありません。公爵家の妻としてふさわしいと思う人間と結婚したらいいと思っただけです」

　少なくとも、今のデニックはソニアが公爵家の嫁としてふさわしいとは思っていないのだろう。

「私のこと、気に入らないですよね？　私の実家のことも。はっきり言いますが、私の両親は娘をお金で売る人間です。このまま私と結婚していたらさらにお金を引き出そうとするかもしれません」

　デニックも、先代が約束してしまった結婚でなければ、ソニアを選びはしなかったはずだ。その証拠に、デニックは戦を理由に結婚を何度も先延ばしにした。

　結局ソニアの親からの、先代との約束を盾にした催促と、分家や家臣や王家などの周りからの圧力に観念して結婚したのだ。

　なぜソニアがそんなことを知っているのか？　原作に書いてあったからである。

　ちなみに先代がソニアとデニックの結婚の約束をしたのは、デニックが女性嫌いで結婚しないのではないかと心配した先代と、娘の嫁入り先に口を出さないことが条件だとしてもお金が欲しかったソニアの親との、利害が完全に一致したからだ。

　デニックは少し考えた。考えるということはこの案を受け入れる余地があるということだ。ソニアは畳み掛けることにした。

「離婚の際、白い結婚の理由は私にあると公言していただいても構いません。その代わり、離婚時に少しばかりの慰謝料……デニック様は悪いことをしていないので慰謝料も変ですね……謝礼金をいただければ結構です」

「もちろん別れることになればそれなりに払う。協力してくれた女性を無一文で追い出すような非情な男ではない」

　ソニアの要求にデニックが被せるように言った。自分が矮小な男だと言われているようでプライドが許さなかったのかもしれない。

「いいだろう」

　その言葉に、ソニアは希望に満ちた表情でデニックを見た。デニックが少し面食らった顔をして咳をする。

「俺にとって損のない取引だ。だが君にとっては……」

「私のことは心配いりません」

　離婚さえできればソニアは満足だ。ソニアにとって、もっとも優先するべきは死亡フラグを叩き折ること。

　貴族女性にとって離婚は醜聞だ。それが例え白い結婚が原因だとしても、女性側にとっては大きな傷となる。

　だが元は日本で庶民として暮らしていたソニアにとって、それは重要なことではない。貴族として生きていけないのなら、それはそれでいくらでもやりようがある。

「そうか。ではこれからは契約関係といこう」

　デニックが手を差し出した。それはソニアの提案を受け入れることを意味する。

　ソニアはその手を握った。

「よろしくお願いいたします！」

　こうしてデニックとソニアの契約結婚が始まった。

















第二章　開かずの間












「ハッ！」

　ソニアが目を覚まし、ガバッと身体を起こした。

　結婚式で疲れ果てていた身体に、デニックとのやり取りでさらに気力を使い、そのまま気絶するように眠ってしまったらしい。デニックときちんと話をしようと、部屋に備え付けられていた椅子に移動して、デニックの意思を再確認してからの記憶がない。

　自分の最後の記憶では確かに椅子に座っていたはずだ。しかし、今ソニアはしっかりとベッドの中に入っている。

（もしかして、もしかしなくても、デニックが運んでくれた？）

　使用人に命じた可能性もあるが、脱力している人間を運ぶには力がいる。

　メイドなどの女性には難しいだろうし、かといって、執事などの男性を、さすがに初夜でネグリジェを着た妻がいる部屋に入れるとは考えにくい。

　ということは、ソニアをベッドの中に移動させたのは、デニックの可能性が最も高い。

（でも肝心のデニックがいないのよね）

　隣を触ってもベッドに温もりはない。窓の外を見ても、まだ早朝と言える時間帯。少し前に抜け出たということもなさそうであるし、おそらくソニアと同じベッドでは寝ていないのだ。

　ソニアは慌てて服を着替え、部屋を出た。早朝だというのに結構な数の人間の気配がする。つまり、デニックが起きて行動している証拠だ。

（急がないと）

　小走りで人の気配を探しながら向かった先には、デニックがいた。

　腰には剣を差している。将軍公爵として名高いデニックは、外に出るときは剣を持ち歩くことが常だった。

　デニックはソニアに気づくが、何の感情も抱いていない表情をしていた。

「出かけるのですか？」

「そうだ。しばらく家を空ける」

　それを聞いて、ソニアは（間に合ってよかった）と安心した。デニックは将軍として国のために働いている。そのまま一ヶ月や二ヶ月帰って来ないことは当たり前だ。

　今日を逃したらもうしばらく会えないかもしれない。

「今から仕事に？」

「それ以外の何に見える？」

　ソニアの言葉が気に入らなかったのか、デニックがじろりと睨んだ。

（いけない。実家がデニックに集り続けたおかげで嫌われているから、少しの言動で彼をすぐに不愉快にしてしまう。言葉を選ばないと。出かける前だもの。早く済ませてしまわないといけない）

　ソニアはデニックに紙を差し出した。受け取ったデニックが眉間にシワを寄せる。

「これは？」

「契約書です」

　デニックが紙を見た。そこにはソニアが提案した契約内容が書いてある。

「サインをしてください」

「こんなものを作るほど俺は信用がないか？」

「そうではなく、なあなあにすることほど怖いものはないと身をもって知っているだけです」

　契約の大切さを、向こうの現代社会で生きてきたソニアはよく知っている。契約書は己と相手を守るためのものだ。

　デニックは内容に文句はなかったのか、躊躇うことなくサラサラと契約書にサインする。

「ありがとうございます」

「昨日言い忘れたが」

　デニックがソニアの感謝の言葉に被せるようにして言った。

「契約には同意するが、君と馴れ合うつもりはない」

　デニックがきっぱり言い切った。

　それを聞いてデニックの見送りに参加していた使用人たちがザワついた。しかし、デニックの前だと言うことを思い出したのか、ザワつきはすぐに収まった。

「はい。結構です」

　別に特別待遇などソニアは望んでいないし、デニックと馴れ合うつもりもない。いや、ギスギスしたまま一年過ごしたいかと言われるとそうでもないが、仲良しこよしでいたいとも思わない。

　デニックは将軍として戦に駆り出され、家にほとんどいないし、ソニアはあくまで契約を守ってもらえたらそれでいいのだ。

「……わかっているのならそれでいい」

　デニックははっきり「結構です」と言い切ったソニアに少しばかり面食らった様子だった。もしかしたら、契約を盾に、ソニアがデニックに自分への態度改善や屋敷での高待遇などを主張すると思ったのかもしれない。

　出ていくデニックを見送ると、使用人がまたザワつき出した。

　皆一応小声で話しているが、ソニアの耳に入る声量だった。

「ほら、やっぱり形だけの結婚なのよ」

「結婚して次の日に出征だなんて……今回デニック様でなくてもよかったんじゃなかった？」

「デニック様から今日発たれることを聞かされていなかったなんて……」

　聞いてもいないことを聞くことができて、ソニアは状況が呑み込めた。

　今回行かなくてもいい出征にわざわざ赴いて、妻であるソニアにはそれを伝えることもせず、黙って出ていこうとしていたということだ。

　これが蔑ないがしろにされている以外のなんだと言うのか。

「ソニア様」

　執事長がソニアに頭を下げた。

「デニック様から伝言がございます」

「伝言？」

　執事長はソニアの目を見てまっすぐ言った。

「『屋敷のことは何もしなくていい』とのことです」

　それはソニアに、女主人としての権利を与えないことを意味する。

「……そう。わかったわ」

　ソニアは執事長にそう告げると、その場を後にした。執事長の言葉で、ソニアの立ち位置を正確に理解した使用人たちの陰口を背に受けながら、ソニアは一度も足を止めなかった。

　自室に入ると、ソニアはそのままベッドにダイブした。

「やったわ！」

　ソニアは喜んでいた。

「正直面倒だったのよね、屋敷の管理とか」

　結婚前はもちろん、日本でもそんなことはやったことがない。前世の知識が役に立たず、一から覚えるということは、大変な労力を有する。しかもそのやり方も家ごとに違うので、尚更ややこしい。

　やらなくていいとお墨付きをもらったのだから、やらなくていいだろう。

　デニックはいない。屋敷での仕事もしなくていい。

「もしかして……これは快適なのでは？」

　今の世界では冷遇されていると言われるこの状況も、前世の記憶があるソニアにとっては別になんということもない。むしろ、有難いことだった。

（働かなくてお金の心配もせずに、ご飯もお風呂も寝床もある暮らしなんて最高なのでは？）

　前世の記憶を一から十まで鮮明に覚えているかと言えばそうでもないが、我武者羅に働いて安い給料しか貰えなかった覚えがある。確か給料明細を地面に叩きつけていた。

（女主人の役割をしなくていいと言ったのは向こうなのだから、自由にしていいわよね）

　前世と今世含めて初めてゆっくりできる。ソニアは満足そうに微笑んで、二度寝した。
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　とは言うものの――。

「暇だわ……」

　ソニアがソファーでだらしなく座りながら呟いた。多少姿勢悪く座っていたとしても誰も咎めない。なぜなら今ここに誰もいないからである。

　ソニアには侍女もいなかった。

　いや、初めはいた。いたはずだった。

　しかし、デニックとソニアが契約関係ということを屋敷の人間に隠すことがなかったのが仇あだとなった。使用人も自分たちの立ち位置を気にするものだ。

　デニックの妻だとしても一年後にはいなくなる。屋敷の主のデニックからの寵愛もない。

　なら、ソニアにつく必要がない。むしろ、新たな妻がこの屋敷に来たとき、ソニアについていたことがわかると嫌がられる可能性がある。

　そうしてソニアについてくれる侍女はいなくなった。

　今は顔を洗うお湯も、着替えも、食事を運ぶことさえも、ソニアが自分で行っている。

　デニックがいたら、もしかしたらソニアの待遇はもう少しよかったかもしれないが、結婚した妻と子供を作らなくてよくなったデニックは、ソニアと契約を交わすと、顔を合わせるのも嫌だとばかりに家を空けてしまった。

　残されたのは契約妻のソニアだけである。

「暇だわ」

　侍女がいないから全部自分でやっているとしても、とても暇だ。他にやることがない。

　こうしてダラダラしている間にも、寝食代はかかっている。

　現代日本人の感覚を持っているソニアにとって、タダ飯を食らっているような今の現状はなかなか耐え難いものがあった。

「ニートラッキーと思ったのも初めのうちだけだったわね」

　あれはある種のそういう才能がある人間だけがなれるものだ。実際やってみてソニアはそれを痛感した。

　何か娯楽でもあればいいが、残念ながらこの家の主たちは代々将軍としての仕事が忙しく、家でのんびりすることが少ないからか、図書館のようなものもなかった。

　ただただ暇だった。

「……仕事しようかな」

　ポツリと呟いた言葉はとてもしっくりきた。

　ソニアはダラダラ座っていたソファーから立ち上がった。

（そうよ！　仕事したらいいのよ！）

　どうせ一年でいなくなるからと、デニックからは何もしなくていいと言われているが、何もするなとも言われていない。

　ソニアは比較的動きやすい服装に着替えると、部屋から出る。

　目が合った使用人がビクリと反応した。普段部屋から出てこないソニアが出歩いていることに驚いたのだろう。

　ソニアは気にせずそのまま足を進めた。その間にもすれ違う使用人たちはいちいち反応する。

（みんなあからさまよね）

　ソニアが廊下を歩くとジロジロ見たり、自然に見える形で体当たりしたり、ソニアに聞こえるだろう声量で、彼女の悪口を言い始める。

（残念ながら、どうやっても私は一年はここにいるのだけどね）

　嫌がらせをされようが、出ていくことはできない。いや、いずれ出ていくことがわかっているからこそ、ストレス発散に使われているのだろうか。

　どちらにせよ、一年でいなくなる自分には関係ない。

　陰口や自分のことを世話しないことなど、ソニアにとっては可愛いものだ。社畜をしていた彼女はこのぐらいではへこたれない。

　陰口をただひたすらスルーして歩いていると、ようやく目当ての人物を見つけた。

「メイド長！」

　ソニアの声にメイド長が顔を上げた。彼女はメイドと侍女を総括する、女性使用人の責任者だ。

「どうなさいました？　奥様」

　早くしてくれと言わんばかりのメイド長に、ソニアは告げた。

「何かすることない？」

　スッと伸びたメイド長の背筋が少し緩んだ気がした。

「……はい？」

　メイド長が少しずり下がってしまったメガネを指で押し上げた。

「何か仕事をちょうだい」

　さっきまで聞こえていた陰口がやんだ。代わりに感じるのはみんなの戸惑いだ。

「……ご冗談か何かですか？」

　メイド長も困惑しているのがわかった。それも仕方ないことだろう。貴族女性は家の采配などの業務はしても、メイドの仕事をしようとはしない。

「冗談じゃないわ。やることがないのが嫌なの。掃除でも洗濯でも、何か仕事をちょうだい」

　暇ほど人を殺せるものはないと思う。前世のように娯楽が沢山あればまた別だろうがここは小説の中の、中世ヨーロッパ風の世界だ。

　インターネットもなければスマホもない。自動車もないから移動は馬車。テレビもラジオもない。漫画もないし、映画もアニメもない。前世の記憶を持つ身にはなかなか辛い環境だ。

　もうじっとしていることにも飽きた。発狂しそうである。

「奥様にそんなことをさせるわけには」

「思ってもいないこと言わなくていいから。ほら、何かあるでしょ？」

　メイド長も、ソニアのことをデニックの妻だと思っていないはずだ。あまり率先して悪口の輪には入らないが、彼女からも悪意を感じるので、ソニアにはメイド長が自分をどう思っているかわかっていた。

　メイド長は悩んでいた。いくらソニアがいいと言っても、彼女の立場からすると、それは承諾できないものなのだろう。

「いいじゃないですか、メイド長」

　膠着こうちゃく状態が続いていたそのとき、一人のメイドが手を上げた。

　ソニアの悪口を言っていた一人だ。

「仕事をしたいというのならさせてあげたらいいんですよ」

「しかし……」

　メイド長がやはり乗り気ではない声を出すと、メイドはさらに続けた。

「開かずの間の掃除をしてもらいましょうよ」

「開かずの間!?」

　メイド長が初めて大きな声を出した。

「開かずの間なんて……ダメに決まっているでしょう」

　すぐに平静を取り戻したが、メイド長が動揺したことは事実である。

「開かずの間って？」

　そこまで気になるワードを出されて聞かないわけがない。

　ソニアの言葉に答えたのは、メイドだった。

「公爵家の人間しか開けない部屋があるんですよ。でも、デニック様はそこに入らないし、私たちが入ることも許さなかった。だからそこは何年も掃除していないってことです」

　メイドがソニアにバカにした視線を向ける。

（なるほど。その誰もが嫌がる酷い場所の掃除をしろということね）

　きっとここで引くことを期待しているのだろう。そうすればまたソニアの悪口のネタが増える。

「やります」

　ソニアの返事に、メイドとメイド長は固まった。そして少ししてメイドが口を開く。

「正気ですか？　何年も扉を開けることすらしていない部屋なんですよ？」

「それが何か？」

「貴族の方には耐えられないかと思います」

　勝手に決めつけているメイドに、ソニアは少し苛立ちを覚えた。

「じゃああなたがやれば？」

　ソニアの返しに、メイドが顔を引き攣つらせた。今まで使用人に何を言われてもスルーしてきたソニアが、反撃してくると思わなかったのだろう。

「私が入ることは許されませんし……！」

「なら、やっぱり私が適任じゃない」

　皆が手が出せず困っている部屋があり、ソニアはそこに入ることができる。さらにソニアは暇だ。仕事を欲している。利害関係が一致している。何も問題ないではないか。

「で、でも……」

　ソニアが自分の提案を受け入れることを予測していなかったメイドが狼狽えている。

「何？　もしかして咎められるかもしれないと思ってるの？」

　メイドが無言になった。図星だ。

　ソニアはメイドの様子にため息を吐いた。

「あなたたちの知っての通り、デニック様は私に興味がない。そんな心配はいらないし、私がやりたがっていたと言い張れば大丈夫よ。そうすれば責められるのは私一人」

　ソニアの言葉に、悩んでいたメイド長が、ようやく決断した。

「……わかりました。ではご案内いたします」

　メイド長の案内で向かおうとしたそのとき、「あ」と何かを思い出したように、ソニアがメイドを振り返った。

「勝てない喧嘩は売らない方がいいわよ」

　メイドが今度こそ顔を真っ赤にさせて震えた。

（これぐらいの意趣返し、許されるでしょう）

　これに懲りて使用人たちが大人しくなってくれるといいなと思いながらソニアはメイド長の後に続いた。
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「こちらになります」

　メイド長が一つの扉の前にソニアを案内する。扉を開けようと取っ手に手を伸ばすと、メイド長が静かにそれを制した。

「下がっていてください」

　ソニアが後ろに下がると、メイド長がそっと扉を開けた。

　その瞬間、ぶわりっ、とホコリが一面に舞った。

　思わずゲホゲホ咳き込みながら、扉からさらに距離を取る。

　中は薄暗く、部屋の外からでも埃まみれなのがよくわかる部屋だった。

「これは……」

　想像以上で思わず絶句してしまった。

「ずっと掃除をしていなかったので……やめますか？」

　たぶんここでやめておいたほうがいい。思っていたより重労働になる。

　そう思うが、ソニアは一度決めたことを簡単に曲げられる性格をしていなかった。

「いいえ、やります」

　自分から言い出したのだから、今ここでやめることなどできない。

「掃除道具一式と、汚れてもいい服とマスクと三角巾がどこにあるか教えてくれる？」

「持ってまいります」

「え、持ってきてくれるの？」

　嫌味でなく、素で驚いて言ってしまった。メイド長はなんとも言えない表情で「一応あなた様は奥様ですので」と返事をした。

（一応でも奥様である私に酷い態度だったんですけど）

　そう言いたいが、それを言って気が変わられても困る。ソニアは素直にお願いすることにした。

「では取ってまいります」

　メイド長は返事をすると、ソニアに頼まれたものを運ぶためにこの場から離れた。

　ソニアは埃まみれの部屋の前で頬を叩いた。

「よおし！　やるわよ！」
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（思ったより早く終わってしまった）

　出征から戻ったデニックは、憂鬱な気持ちを隠せなかった。

　家に帰ると妻がいる。それだけで彼の気持ちは落ち込んだ。

　そもそもデニックはソニアが気に入らない。

　ソニアの親は金目的であることを一切隠していなかったし、娘のソニアはそんな親に少し居心地悪そうにしながらも、親の陰に隠れてデニックに何か主張したことはない。

（いや、したことはない、は間違いだな）

　デニックは結婚式の夜のソニアを思い出した。普段親の後ろで気まずそうにしていただけのソニアが、あの日は違った。しっかりとデニックの目を見て、自分の考えを伝えてきた。

　その内容がまたとんでもなかったが、デニックにとってメリットしかなかったので受け入れた。

（彼女はなぜあんな契約を持ちかけたんだ？）

　デニックにとっていいこと尽くしだったが、彼女からしたらデメリットのほうが大きいはずだ。

　離婚したら貴族女性は不本意なレッテルを貼られる。実家からはいい顔をされないどころか、場合によって勘当されて路頭に迷う可能性すらある。

　ソニアの場合はきちんと謝礼金を支払うので金の心配はないだろうが、やはりソニアにとって利になるものだとは思えない。たとえデニックに好かれていないとしても、義務として夫婦生活を営み、子を産み、この屋敷での安定した基盤を手に入れたほうが生きやすいはずだ。

（まだ彼女の考えが見えない以上、油断はできない）

　契約でデニックをいい気にさせておいて、もしかしたら何かを企んでいる可能性がある。

　深いため息を吐く。気付けば屋敷の前に到着しており、デニックは乗っていた馬を下りた。

　デニックは再びはぁ、とため息を吐いた。

（戦から戻ってきても、家の中で安らぐことすらできないとは……）

　憂鬱な気持ちのまま、屋敷に入る。

　すると、いつもと違う空気を感じた。

（なんだ？）

　デニックが警戒する。違和感の正体を探ろうとするが、見つからない。

　だが、確かに何かがおかしい。

　デニックが考え込んでいると、メイド長が彼のそばまで来た。

「デニック様、大変です」
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　ソニアが三角巾を被りながら鼻歌を歌っていると、扉が開け放たれた。それによって舞う埃はもう存在しない。

　綺麗になった開かずの間で、ソニアは夫に微笑んだ。

「あら、おかえりなさいませ」

　にこりと柔らかい笑みを浮かべたのに、夫は険しい顔でソニアに向かってくる。

　そして彼女の目の前で立ち止まると、ギロリと睨んだ。

「どういうつもりだ？」

　ソニアは答えた。

「掃除をしていました」

　それしかしていない。

　ソニアは臆することなくデニックの目を見る。

「誰がそんなことをしていいと言った」

「メイド長からここが唯一この家で掃除をしていない場所だと伺いまして、私の独断で掃除させていただきました」

　さりげなくメイド長に迷惑がかからないように配慮すると、デニックの後ろにいたメイド長の眉が少し動いた。ソニアが自分に責任を押し付けると思っていたのかもしれない。

　ソニアは約束したことは守る。メイド長には迷惑をかけないことを約束してこの開かずの間の掃除をしたのだ。彼女に迷惑をかけることはない。

「俺は許可を出していない」

「いなかったので」

　しれっと言うとデニックが眉間の皺を深くした。

「勝手なことをされては困る」

「勝手なことというのは何のことでしょうか」

　どれだけ睨まれてもソニアはデニックに怯まない。

　自分に堂々と立ち向かうソニアに驚いたのか、デニックが少したじろいだ。

「勝手なことをされたくないと言うのであれば、それをきちんと伝えるべきです。これから共同生活をするというのに、ろくな話し合いもせずに次の日には家を空けてしまったあなたこそ勝手なのでは？」

　勝手なことをされたくないと言うのであれば、勝手なことをされないようにしておけばよかったのだ。

「ここが入ってはいけない場所なことも、あなたがしてほしくないことがあることも、私は知りません。何もされたくなければ、きちんとその諭旨をあなたが説明するべきでは？」

　ソニアはデニックがしてほしくないことを知らない。デニックがソニアに何も言わないからだ。彼はただソニアを避け、ソニアに関わらないようにした。

　だからソニアは勝手にさせてもらったのだ。だって相談する相手もいないのだから。

「あなたに放置されてから大変でした」

　ソニアはあの暇な日々を振り返る。

「女主人としての仕事は取り上げられてしまったのでやることがない。かと言って本など暇つぶしになるものはまったくなく、ならば買ってきてもらおうとお願いしてみても『デニック様の許可がなければできません』の一点のみ。暇つぶしに庭を散策したら『仕事の邪魔』と庭師に追い出され、お腹が空いて何か食べたいと思っても『自分でどうぞ』……私は自分の食事も自分で準備して、部屋の掃除もお風呂の準備も何から何まで自分でやっていました。みんなに陰口を言われながら」

　ソニアはまくし立てるようにしてデニックに言う。

　諸々のことを気にしないようにしていたが、案外ストレスが溜まっていたようだ。

　メイド長が気まずそうにしたが、ソニアがメイド長に迷惑をかけないと約束したのはこの開かずの間に関してだけ。それ以外はメイド長の責任でもあるためフォローすることはない。

「今のは本当のことか？」

「……本当のことでございます」

　デニックがメイド長に確認するとメイド長は正直に答えた。

「この屋敷の使用人は奥様に関する仕事を放棄し、奥様に聞こえるように悪口を日常的に言っておりました」

「なぜ放置した」

「それは……」

　メイド長が言い淀んだ隙にソニアが口を挟んだ。

「何を言っても無駄でしょう。だってこの屋敷の主が提供したストレス発散道具ですもの」

「……何？」

　デニックがソニアを見た。

「だって、使用人がたくさんいるところで、妻を蔑ろにして、フォローもせずに出かけてしまったんですもの。使用人からしたら、この相手はご主人様にとってよくない人間で、雑に扱っていいのだという認識になるのは当然でしょう。むしろ、よくやったと褒めてもらえると思っているのではないでしょうか」

「……そんなつもりでは……」

「あなたがどんなつもりであろうとも」

　ソニアはデニックの言葉を遮った。

「結果が全てです。彼らは私を蔑ろにしてご主人様に喜んでもらうことを選んだ」

　デニックが黙った。

「あまりにすることがなくて気が狂いそうだったので、掃除する場所を聞いたらここを勧められたんです。いい暇つぶしになりました」

　ソニアは三角巾を頭から外し、そばに置いてあった掃除道具一式を手にして部屋から出ようとする。

「どこに行くんだ？」

「道具を片付けに」

「それは使用人に頼めばいい」

「今の話を聞いて、私の言うことを聞いてくれる人がいると思いますか？」

「それは……」

　デニックは答えに窮した。

　ソニアは部屋から出る直前、デニックを振り返った。

「私は確かに一年後にここを去ります。でも去るのは一年後。それまではここで暮らすしかありません」

　デニックがまっすぐソニアを見つめた。

「その間虐げられることに、私は同意した覚えはない」

　ソニアもデニックから目を離さない。

「あなたに優位な契約のはずです。待遇をよくしろとは言いませんでしたが、悪くする必要がありましたか？」

　デニックは言い返さない。いや、おそらく言い返せないのだ。

「あなたがしたのは、弱い者イジメです」

　ソニアは確かにデニックを軽蔑の眼差しで見てから、開かずの間を後にした。

　残されたのは何も言えないデニックと、メイド長だけだった。
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（やり過ぎたかもしれない）

　ソニアは掃除服から着替えて、部屋でゴロゴロしながら先程のことを思い出していた。

　言いたいことを言った。当然の主張をした。

　だけど、ここは前世とは違う。女性より男性の意見が通りやすい世界だ。

（もう離婚まで待てないと無一文で追い出されたらどうしよう）

　不安だ。

　そう思ったが、ソニアは結構な楽天家で、次の瞬間には気持ちを切り替えていた。

（それならそれでいいか。幸い貴族女性としての知識はあるから、家庭教師とか、子守りとかなら仕事があるはずだし）

　むしろそのほうがいいかもしれない。今のままでは、この屋敷でただ蔑ろにされ自由のない日々を過ごさなければいけない。

（そうだ！　そうしよう！　それがお互いにとってもいい！）

　これは名案である。

　ソニアは立ち上がり部屋から出ようと扉を開けた瞬間、何かにぶつかった。

　ぶつけたおでこを押さえながら前を見ると、そこにはデニックが立っていた。

「デニック様？」

　ソニアが声をかけると、デニックが気まずそうに口を開いた。

「……話をしたい」

　ソニアは少し迷いながら、デニックを部屋の中に入れた。そもそもこの部屋はデニックとソニアの二人の部屋なので、デニックがソニアに断る必要はないのだが、そういうことではないのだとソニアは理解していた。

　部屋に備え付けられたソファーに座りながらデニックが切り出した。

「誤解を解きたい」

「誤解じゃないですよね」

　思わず即座に返してしまった。だって、ソニアは事実を言っただけで何も誤解はしていない。

「そうだな、そうじゃないな。……俺の中の君への誤解について説明させてくれ」

「？」

　ソニアへの誤解とはなんだろうか。

　ソニアが話を聞く気になったことを察したデニックが、そのまま話を続けた。

「俺は君が意思のない人形のような、親の操り人形のような存在だと思っていたんだ」

　親の操り人形。

　確かに以前のソニアは他の貴族女性と同じように、しゃしゃり出るタイプではなかった。親の決めた相手と結婚し、親の決めたことに従う。本心はどうであれ、それが当たり前だった。

「俺はそんな君が嫌いだった。何より、君が親に何かするように言い含められている可能性が捨てきれなかったから、ずっと警戒していた」

　警戒。これがおそらくソニアに女主人としての仕事をさせないようにした理由であろう。

「だが、今日君の話を聞いて、そういう女性でないことがよくわかった。今まですまなかった」

　デニックが頭を下げた。

　デニックは公爵だ。王族の次に偉い。そのデニックが頭を下げることなど、ほぼないはずだ。

　デニックの精一杯の謝罪だと感じるが、ソニアは素直に頷くことができなかった。

「大事なことをお伝えしておきます」

　まだ言うべきことがある。

「ほとんどの貴族女性があなたから見たら親のいいなりに見えるかもしれませんが、そうではありません。あれはそうするより他ないからそうしているだけです」

「……そうするより他ない？」

　デニックが驚いた表情を浮かべた。この様子では、やはり貴族女性の現状を知らないのだ。ソニアは慎重に言葉を選びながら伝えた。

「貴族女性は生まれたときから家のために嫁ぐことが定められていて、そうしない娘には価値がないのです。他の生き方など誰も教えてくれないし、それを嫌がれば折檻されます」

　デニックが口を開いたまま固まった。

「親に従うようにしているのは生きるためです。でも彼女たちにも意思がある。ただ、この国の文化がそれを認めないだけです」

　ソニアがこうして堂々と自分の意見を言えるのも、前世の記憶が戻ったからだ。そうでなければ、夫に歯向かうことを良しとしない文化のため、文句一つ言わず、静かに耐え忍んでいただろう。原作のソニアはこの世界でも珍しく、結婚したらこっちのものとばかりにワガママで好き放題していたが、今のソニアはそういう性格ではない。

「好きでそうしているのではありません」

　やりたくてやっていることではないのに、それをきっかけに嫌いと言われるのは不本意だ。そして他の貴族女性のためにもこれはきちんとデニックに認識してもらわなければならない。なぜならデニックは国内で大きな影響力を持つ公爵であり、将軍だからだ。

　彼の意識を変えることが、この国の女性のあり方を変えるきっかけになるかもしれない。

「そうだったのか……そうか……」

　デニックが開いていた口を閉じて手で押さえた。

「俺は母が早くに亡くなっているから知らなかった……そうだったのか………」

　本当に知らなかったのだろう。デニックの表情から後悔が窺えた。

「重ね重ねすまない」

「いいえ。わかってもらえたら充分です」

　それに、とソニアは続けた。

「男性が大変なのも知っています。跡取りとして厳しく指導され、弱さを見せることも叶わない……女性だけでなく、男性の辛さもありますよね」

　夫婦共働きではなく、夫が大黒柱としてやっていくこの世界では、男性は厳しく育てられる。それは女性とはまた違った苦労だ。

「誤解が解けてよかったです。本来の私はこの通り、気の強い女です」

「そのようだな」

　デニックが少し笑った。部屋に入ってからの緊張が少しほぐれたようだ。

　もしかしたら今なら聞けるかもしれないと、思い切って訊ねてみた。

「そういえば、あの部屋はなぜ開かずの間になったんですか？」

「ああ、あれは……」

　デニックが少し言い淀んだが、それでも話を続けてくれた。

「俺の父も将軍で、強く厳しい人だった。父は俺を立派な跡取りにするために、甘えは無用だと、亡くなった母の部屋を立ち入り禁止にしたんだ。俺が母を恋しがってよく入っていたから……」

　小さい子供が母を恋しがるのは当たり前のことだ。そんな子供が亡くなった母の部屋で母を想うこともできなくするなんて……。

　ソニアは幼い頃のデニックを想像して胸が締め付けられるような痛みを覚えた。

「殴りたい……あなたのお父様を」

「な、殴る……父を……？」

　亡き前公爵がもし生きてここにいたら殴り飛ばしていたかもしれない。

　ソニアの言葉を聞いたデニックがゆっくりとその言葉を呑み込むと、急に笑いだした。

　今まで聞いたことのないデニックの大笑いに、ソニアは驚いて固まった。

　そんなソニアに気づいて、デニックが目尻に溜まった涙を拭った。

「いや、すまない。父を殴ると聞いて……俺にとって父は逆らえない相手で、そんなことを考えたことすらなかったのに、君はそんなにあっさりと父を殴ろうとするから……」

　デニックにとって父親は偉大で恐ろしいものだったのだろう。

「あなたのお父様は立派じゃありません。子供の心に傷を負わせた悪党です」

「悪党……悪党か。ふふ、そうだな、正義の人ではなかったな」

　デニックが柔らかい笑みを浮かべた。ソニアに初めて見せた表情だった。

（こんなふうに笑うこともできるのね）

　デニックの、人間らしい表情に、ソニアの表情も緩んだ。

「あ、そうだ」

　ソニアが慌てて思い出したようにソファーから立ち上がり、部屋に備え付けられている棚を開いて中を漁った。

「あった！」

　目当ての物を見つけてソニアがデニックの元に戻ってきた。
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「はい。どうぞ」

　そう言ってソニアがデニックに手渡したのは、ロケットだった。

「これは……？」

　デニックがソニアからロケットを受け取る。

「お母様の部屋から出てきました。汚れていたので綺麗にしたんです」

　デニックがロケットを開いた。

「これは……」

「ね、お母様幸せそうでしょう？」

　そこには赤子を抱いた女性がいた。

　愛おしそうに、赤子を抱きしめる美しい女性が、柔らかな笑みを浮かべている。

「こうして写真を持ち歩くぐらい、デニック様を愛していたんですね」

　ソニアの言葉に、デニックはしばらく動かなかった。

　ようやく動いたとき、デニックはそのロケットを、それはそれは大事そうに抱きしめて。

「そうか」

　泣きそうな顔で笑った。

















第三章　デート












　あれからソニアの環境は変わった。

　食事はデニックと同じものが出るようになり、専属の侍女も付き、お風呂も用意してもらえるようになり、部屋は気付かぬうちに掃除されるようになった。

　何より変わったのはデニックだ。

「何か困ったことはないか？」

　デニックと一緒にとるようになった朝食で、デニックがソニアに訊ねて来た。

「特にありません」

「そうか」

　デニックがこうしてソニアを気にかけるようになったのだ。

　あのソニアに突っかかってきたメイドはいつの間にか屋敷からいなくなっていた。どうやら、ソニアから話を聞いたデニックがクビにしたようだった。

　あれだけソニアの悪口を言っていた使用人たちも、なんとあのメイドがいなくなった後から、徐々に入れ替えられた。人がコロコロ変わるからメイド長に聞いたら、「デニック様の指示です」と言われた。やはりこれもデニックのしたことらしい。

　兎にも角にも、こうしてソニアの悪口を言う人間はこの屋敷からいなくなった。

　おかげでとても過ごしやすい。

「強いて言うなら私はこんなに権限はいらないですね」

　なんとデニックはソニアには渡さないと言っていた女主人の権利をすべてソニアに渡した。

　屋敷を管理する権利はもちろんのこと、家の財産もソニアと共有のものにしてしまった。

　デニックは「これで必要なものをすべて買うといい」と言っていたが、ソニアには重すぎる権利だ。おそらく「本を買うことすらできない」と言ったから気を遣ってくれているのだと思うが、それにしてもやりすぎだ。これでは離婚するとき、ちょっと面倒が増える。

「遠慮しなくていい」

「いや、遠慮じゃなくて……どうせ離婚するんですし」

　ソニアがそう言った途端、デニックがガシャーンとフォークを床に落とした。らしくない失敗だ。

　一瞬放心していたデニックがハッとした様子で我に返った。

「すまない。失礼した」

　すぐにデニックの分の新しいフォークが運ばれてきて食事が再開されたが、デニックが何か言いたそうにしている。

　ソニアがデニックの出方を待っていると、デニックがたどたどしく話し始めた。

「その……」

「はい」

「まだ離婚しようと思っているのか……？」

　何を当たり前のことを。

　そう思いながらもソニアは「はい」と返事をした。

　その途端デニックが見るからに落ち込んだが、ソニアは好物のフルーツサンドウィッチに夢中で気付かなかった。

「離婚する必要があるのか……？」

「え？」

　デニックの言葉にソニアはフルーツサンドウィッチに向けていた視線を前に向けた。

「その……お互いの理解も深まったし、今俺たちは仲が悪いわけじゃないだろう？　離婚しなくてもいいんじゃないか？」

　デニックの言葉にソニアは少し考えた。

　確かに開かずの間事件から、デニックはこちらを気遣ってくれるようになって、こうして会話もできるようになっている。ここでの暮らしはとても快適で、このまま住み続けられるのなら、それもいいかもしれないとソニアも思った。

　死亡フラグさえなければ。

　デニックと結婚している以上、必ずそれは付き纏う。

　なぜなら、デニックはこれから恋をする。そうなれば結婚相手のソニアは邪魔者以外の何者でもない。

「いえ、離婚しましょう」

　ソニアの返事にデニックが再びフォークを落とした。

「な、なぜ……」

「必要なことなので」

　ソニアが生きるために必要なことだ。

「必要なことと言うのは……」

　デニックが使用人から渡されたフォークを握りしめた。力を入れすぎじゃないか？　と思うほどの力で握られているのがわかったが、ソニアは「これから仕事に行くからちょっと力んでいるのかな」で流した。ソニアより察しのいい使用人たちは、余計なことをせずに壁に張り付いていた。

「男か？」

　一瞬デニックが何を言っているのかわからず、ソニアはフルーツサンドウィッチを片手に「は？」と固まった。

「誰か……その……俺と別れて一緒になりたい男がいるのか？」

「はあ？」

　何を言い出すのだ。

　ソニアにそんな相手はいない。だいぶ前からデニックとの婚約が決まっていたこともあって、ソニアにちょっかいを出す相手もいなかったし、ソニアも婚約者がいるのに他の相手を気にすることもなかった。

「そんな相手はおりません」

　きっぱり言い切ると、デニックが安心したかのような息を吐き、それに合わせて使用人たちも息を吐いた。

「そうか。ならいいんだ……でもならなぜそんなに離婚をしたいんだ？」

　あなたのためです。

　そう言いたいが、まだ言えない。

（ヒロインと出会うのいつだったかな。早く出会ってくれたら話が早いのに）

　確かデニックは、初めて会ったときからヒロインに好感を抱いていたはずだ。ヒロインに出会いさえすれば、離婚したくなるに決まっている。

「そのほうがお互いのためなので」

「俺は離婚しないほうがいい」

　デニックの言葉にソニアは目を瞬いた。あんなにソニアを嫌っていたデニックが、ソニアと結婚生活を続けてもいいと言っている。

　誤解も解けてギスギスすることもなくなったし、お互い契約関係だと割り切っているから、過ごしやすさはあるかもしれない。

　しかし、離婚しないのは困る。これは何かもう一つ理由がいるなと思い、ソニアは思いつきの言葉を口にした。

「恋愛結婚したいので」

　ガシャーーン!!

　本日三回目のフォークを落とした。

「大丈夫ですか？」

「あ、ああ」

　さすがに三回目ともなれば、ソニアも心配の声をかけないわけにはいかない。

　デニックは新しいフォークをもらいながらも落ち着かない様子だった。

「れ、恋愛がしたいのか」

「はい」

「離婚するほどか」

「はい」

　正直に言うとそこまでではないが、そういうことにしておこう。大事なのはソニアがこの結婚生活に執着がないということを伝えることだ。そうすることで、ヒロインと出会ったデニックはソニアを脅威と思わないはずだし、スムーズに離婚できて、彼らはすぐにくっつくことができて、きっとソニアに感謝してくれる。たぶん。わからないけど。

「そ……」

　デニックが何やらモジモジしながらフォークをいじっている。

　ソニアは新しいフルーツサンドウィッチを手にしながら、デニックが話すのを待った。

「それは俺じゃダメなのか……？」

　ソニアが食べる手を止めた。

　デニックが顔を赤らめてこちらを見ている。

「ダメです」

　きっと自分との結婚生活のために譲歩してくれようとしているのだ。

　その証拠に、デニックは不本意なことを言ったために顔を赤くしている。

　ソニアの即答に、デニックがついにフォークをへし折ったが、ソニアは食べることに夢中で気付かなかった。
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「出かけないか？」

　ついに早く帰ってきたときは夕食も一緒にとるようになっていたデニックが切り出した。

「出かける？」

　シチューを食べていたソニアが首を傾げた。その様子を見ていたデニックが何やら胸を押さえたが喉に何か詰まりでもしたのだろうか。

「飲み物要りますか？」

「いや、大丈夫だ。ちょっと動きが小動物的でやられただけだ」

（……何に？）

　今ここにデニックを攻撃するような小動物など見当たらない。

　忙しすぎてついに白昼夢を見始めたのでは、とソニアが心配し始めたときにはデニックは普通の様子に戻り、ナイフで綺麗にステーキを切っていた。さすが将軍、刃物さばきが素晴らしい。

　ソニアが妙なことに感心していると、デニックが話を戻した。

「ずっと屋敷にいてばかりでは飽きるだろう？」

　気にかけてくれていたのか。前までソニアなどどうでもいい様子だったのに、最近のデニックはソニアを人間扱いしてくれているように感じる。

（あのロケットを見つけられたのが相当嬉しかったのね）

　愛息子が自分の形見をそんなに大切にしてくれて、きっとデニックの母も天国で喜んでいるに違いない。

（屋敷に飽きた。まあ確かに……）

　この屋敷は娯楽が少ない。デニックから前に開かずの間で聞いた話から想像するに、先祖代々厳しい教育をしてきたのだろう。娯楽があるのはその教育によろしくなかったに違いない。

（でも、前世の感覚だと禁止しすぎるのはよろしくないのよね）

　子供がそれである日爆発するか、親の手から離れた年になって開放的になってしまうか……。

　ある程度の厳しさというのも必要だろうが、それだけというのはいただけない。

　デニックも将来子供にそうするのだろうか。これから出会うヒロインとの子供のためにも、ここは一言言ってしまうべきだろうか。

（……ちょっとしたアドバイスぐらいいいわよね？）

「まあ飽きましたね……娯楽が何も無くてつまらないですし、ここ」

　飽きた、とハッキリ言った瞬間、デニックが無表情のままショックを受けたのがわかった。

「つ、つまらない……」

「カードやテーブルゲームはもちろん、小説とかもないですし、庭も殺風景ですし」

　ガガーン、とデニックが再びショックを受けた。

（この人意外と感情がわかりやすいわね）

　小説ではもっとクールな感じだったはずだ。

（もしかして、開かずの間で何かが吹っ切れたからかしら）

　ソニアから見ても、あれでデニックの心の中のつっかえが一つ取れたことはわかった。

（今のデニックのほうが人間らしくていいな）

　素直にソニアはそう思った。出会った頃の人を寄せつけないデニックより、今のデニックのほうがソニアは人間として好感が持てた。

「そうか……今度色々仕入れておこう。どういうものがいいとかあるか？」

「あ、いえ、私はいいんです」

　ソニアが欲しがっていると思われてしまったようだ。だが、違う。ソニアは娯楽の無い生活に飽きてはいたが、自分のためにわざわざ用意してもらおうとは思っていなかった。

「私はここを出ていく身ですし、私の好みの物を買ったり、庭づくりをしてしまったら、次に嫁いでくる方がいい気はしないでしょう」

　あくまでヒロインとその子供のためのアドバイスだ。

　ヒロインは性格がいいから不満を漏らさないかもしれないが、ソニアだったら、愛する夫の家に前妻の存在が感じられるものがあったら嫌だ。

　だからソニアはなるべく痕跡を残さずに去るつもりである。

　ソニアのセリフに、なぜかデニックが再びショックを受けていた。

　初めからそういう契約だったはずなのに、なぜショックを受けるのだろうか。

　ソニアはわからなくて、首を傾げた。

「……それはそのときに捨てたり直すから気にしなくてもいい。何しろ一年あるんだ。一年間色々我慢するのは大変だろう。君が過ごしやすいように整える義務が俺にはある」

　ショックから持ち直したデニックが言うことは、もっともであった。

　一年間この娯楽が一切ない家で暮らすのは正直窮屈である。

「……では、小説を買ってほしいです」

「わかった。図書室を作ろう」

　規模が大きすぎる。

「そんなにいらないです！　一年しかいないんですから！」

「図書室はいつか作ろうと思っていたんだ。ちょうどいい」

　……本当だろうか？　ちょっとこじつけに感じてしまう。

　しかし、図書室はあってもヒロインもその子供も困らないだろう。自分の読んだ本を読みたくなければ、本を入れ替えればいいだけだ。

「……では、お願いします」

「ああ。とりあえず流行りの小説を取り寄せるように手配させる」

　ソニアはワクワクした。記憶を取り戻す前から小説は好きだ。前世の日本より娯楽が少ないこの世界での、ソニアの大切な趣味だった。

「今度本屋に行くか？」

「え」

「流行りのものは仕入れるつもりだが、実際に見て買いたいものもあるだろう」

　ソニアは即答した。

「行きます！」

　行きたいに決まっている。本屋のあの独特の匂いと雰囲気もソニアは好きだった。

　何より恋愛小説もほしい。恋愛小説にデニックが詳しいとは思えないし、できれば好みのものを見繕いたい。

「では、明日行こう」

　明日、行こう？

　ソニアが訊ねた。

「デニック様も行くのですか？」

　デニックがまたショックを受けた気がした。

「……もちろん行く。一人で出かけるなど、危ないだろう」

「護衛を付ければ大丈夫です。お仕事もあるでしょうからお気になさらず」

　デニックは仕事を愛しているはずだ。それを自分の買い物のために休ませるなど可哀想である。

「……仕事のことを心配してくれたのか」

　どこかホッとした様子でデニックが呟いた。

「ええ。そんなに簡単に休めないでしょう？」

　なにせ明日だ。急すぎる。

　心配するソニアに、デニックが言った。

「休暇はすでに申請済みだ。しばらく休んでなかったからちょうどいい」

「でも」

「休みたい気分なんだ」

　デニックの強い圧にソニアは負けた。

「……では、お願いします」

　デニックがとても小さくガッツポーズを取ったのを、ソニアは見逃さなかった。

（そんなに仕事を休みたいほど疲れていたのね）

　デニックは将軍だ。身体が資本の仕事であるため、休むと身体のどこかが悪いのではないかと必要以上に心配されて、気軽に休むことなどできないはずだ。その点、妻の都合で休むことは誰にも心配されず、休みを取りやすいはず。

（私との結婚が役に立っているようでよかった）

　デニックにも得がないと、この結婚の意味がなくなってしまう。ソニアは少し安堵した。

「では明日」

「はい」

「……た…」

　デニックが少し頬を赤らめた。

「楽しみにしている」

　デニックはそう告げると立ち上がり、部屋を出ていってしまった。

（楽しみ……？）

　一人残されたソニアは少し思案すると、一つの結論にたどり着いた。

「本が好きなのね！」

　ソニアが納得、という顔で手を叩いた。

（きっと父親の影響で、大人になった今でも、好きな本を買うことができなかったのよ。可哀想に）

「私がデニック様の好みの本を探すのを手伝ってあげよう」

　冒険譚か、エッセイか、もしくは戦術の専門書か……。

　ソニアがあれこれ考えている後ろで、やり取りを見ていた使用人たちが「可哀想なデニック様……」と呟いた。
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　次の日。

　デニックは自分の部屋で。ソニアには一人部屋がないので、夫婦の部屋で寝ていたが、ソニアが目を覚ますと、部屋には侍女が数人いた。

「ひっ！　何!?」

　目覚めた瞬間無言で近くに複数人が立っている状況はちょっと怖い。

　寝起きで混乱しているソニアの身体を、侍女たちはそっと起こした。

「さあ、支度しますよ」

「支度？」

　誘導されて、椅子に座らせられたソニアが不思議そうにする。

「今日はデニック様とのお出かけだとお聞きしています」

「出かける準備をするように仰せつかっております」

（デニックとのお出かけ……出かける準備……あっ）

　寝ぼけていたソニアがようやく昨日の約束を思い出した。

「出かけるって……本屋に行くだけよ？」

　パーティーに行くわけでも、観劇に行くわけでもない。ただ本屋に本を買いに行くだけだ。

　だからこんなに侍女が総出になってソニアの準備をする必要はない。チャチャッと適当なドレスを着て出かけたら――。

「ダメです」

　ソニアの考えを悟ったかのように、侍女たちの中に紛れていたメイド長がソニアに声をかけた。

「デニック様とのお出かけに、適当などいけません。さあ、早く準備をいたしましょう」

　メイド長がパチンッと指を鳴らすと、サッと侍女たちがそれぞれ身支度用品を持ってソニアの前に立った。

「ドレスは私に」

「アクセサリーは私に」

「髪は私に」

「化粧は私に」

「「「「おまかせください！」」」」

　元気な声でゴリ押ししてくる彼女たちにソニアは負けた。

「お、お願いします……」

　ただそう告げた。

　ソニアが受け入れたことで侍女たちはホッと息を吐いた。

「安心してください奥様、旦那様も惚れ直すぐらい綺麗にします」

　惚れ直すも何も、惚れられていない。

　これにしよう、あれにしよう。侍女たちがはしゃいでいる中、ソニアはただされるがままとなっていた。
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　ようやく出かけるという段階で、すでにソニアは疲れていた。

（別の日じゃダメかな……でもあの感じだと別の日にしたとしてもまた今日みたいになりそうよね……）

　ソニアは諦めてため息を吐いた。

（でも……）

　ソニアは首から下の自分の姿を見た。今姿見はないからきちんと全身を見ることはできないが、先程すべて終わったときに確認はさせてもらった。

（お洒落するのはテンション上がるわよね）

　先程確認した自分の姿は、侍女たちが総出で手掛けただけあって、とても美しかった。

　元々ソニアは整った顔立ちをしている。しかし、実家は金遣いが荒く、ソニアにはお金を使ってくれなかったので、お洒落ができなかった。

（化粧して綺麗なドレスを着ると私ってこうなるのね）

　ちょっと鼻歌を歌いたい気分だ。こんなに綺麗な自分を見るのは初めてである。

　ソニアも女である。美しくなることは単純に嬉しかった。

　ソニアが嬉しくなって鼻歌を歌っていたそのとき、ようやく待ち人が現れた。

「すまない、遅くなった」

　低く心地いい声に振り返ると、そこにはデニックがいた。

　いつもより綺麗な貴族男性の服を着ていて、髪型もいつもは自然に任せた感じだが、今日はきちんと整えられ、その端正な顔が際立っている。

　まるで一種の彫刻かのように美しかった。

「かっこいい……」

　思わず声が漏れて、ソニアはハッとして口に手を当てた。

　デニックはソニアの呟きを聞き漏らさなかった。

「今かっこいいと言ったか……？」

　デニックの声が少し上擦ったことにソニアは気づかず、慌てて否定した。

「いえ、いつもよりとてもいいと思っただけで！　安心してください！　あなたに惚れるなどありえないので！」

（私に惚れられたとデニックが思ったらそれだけで死亡フラグに近づいちゃう！）

　ソニアは生きようとすることに必死だった。

「あ、ありえない……」

　デニックがショックを受けたが、ソニアはそれを自分が好意的なことを言ったからだと解釈した。

（あぶないあぶない。気をつけないと。デニックを不快にさせないようにしなきゃ）

　ソニアは心に決めながらデニックを見た。

（でもやっぱりかっこいい）

　死亡フラグさえなかったら、じっくりと眺めていたいほどだ。

（元々好みのタイプなのよね。私もきっと前世の記憶がなかったらデニックに惚れ込んでたんだろうな）

　ソニアは自分の記憶に感謝した。おかげで自分のフラグをへし折ることができる。

（ヒロインいいなあ。この人が一生愛してくれるなんて羨ましい）

　ちょっと妬みの気持ちが出てきて、ソニアはハッとして首を横に振った。

（いけないいけない！　この妬みが原因で死亡フラグが立つのよ！）

　ソニアは今一度自分を戒め、デニックににこりと微笑みかけた。

「行きましょうか」

　デニックが頷いた。
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「……」

「……」

「……」

「……」

　馬車の中では沈黙が続いていた。

（き、気まずい……）

　最近一緒に食事をするようになったとは言っても、食べるという作業があるし、デニックは元々無口である。

　ほとんど会話らしい会話もせずにお互い食べ終わり解散していた。

　つまり、こうして長い時間特に何もせず二人で顔を合わせているのは初めてになる。

（何か……何かないの、会話！）

　沈黙に耐え兼ねて、ソニアは口を開いた。

「さ、最近家にいる時間が増えていますが、仕事は大丈夫ですか？」

　以前はほとんど家に寄り付かなかったはずなのに、ここ最近はきちんと家に帰ってきている。

　大好きな仕事の話なら乗るだろうと思ったソニアの選択は間違いだった。

「……俺に家にいてほしくないのか……？」

　心做こころなしかどこか落ち込んだ様子でデニックが言った。

（しまった！　確かに「家にいないでくれ」というニュアンスにも汲み取れるわよね!?）

　ソニアは慌てて否定した。

「そんなことありません！　あそこはあなたの家なのだからあなたがいてくれないと困ります！」

　家主はソニアではなくデニックである。

「……君の家でもある」

　デニックがちょっと不満そうな声を出した。ソニアはそれを自分が家にいるからだと判断した。色々誤解は解けても、契約妻で赤の他人である自分がひとつ屋根の下で一緒に暮らすのは、ストレスになるのだろう。

「私は一年後には出ていきますから、安心してください。あそこはデニック様と新しい奥様の家です」

　安心させるように微笑むと、デニックはムスッとしたまま黙り込んでしまった。

（あ、あれ……？）

　笑顔が嘘っぽかった？　それとも女嫌いなのに次の奥様の話をしたから……？

　何がダメだったかわからなかったが、余計気まずくなってしまった。

（会話って難しい……）

　ソニアがもう余計なことを言うまいと口を閉じたそのとき。

「……だ」

　デニックが何か言葉を発した。

「え？」

　聞こえなくて聞き返すと、今度はハッキリ言った。

「綺麗だ」

　ソニアを見て、しっかりとそう言うデニックにソニアは顔を赤らめた。

「あ……みんなが頑張ってくれて……」

　ソニアが恥ずかしそうに俯いた。

「このドレス綺麗ですよね」

　恥ずかしさからそう言ったら、デニックがやはりまっすぐ見つめて言った。

「君自身が綺麗だと言っている」

　ソニアはついに顔を真っ赤にして「そうですか……」と呟いた。

（綺麗……そっか、綺麗）

　お世辞だとしても嬉しい。あんなにまっすぐ見つめて綺麗だと言われたのは初めてだ。

　顔が熱い。顔だけでなく身体中が熱い。嬉しい。

（もしかして、ずっとそれを言おうとしてたのかな）

　馬車の中で、じっとこちらを見つめていたのはそのためだったのか。

　ソニアは先程とは違う、フワフワした気持ちで馬車の揺れを感じていた。







◆❖◇◇❖◆








「着いたぁ！」

　馬車から降りたソニアは感動していた。実は街に出るのは初めてだ。

　ソニアは一応貴族令嬢だし、それ以前に親が貴重な金のなる木としてソニアに万が一があってはいけないと、ソニアが外に出るのを許さなかった。

　結婚してからも屋敷に篭っていたので、初めての開放感である。

　店で呼び込みをしている人。買い物を楽しんでいる人。様々な人々が大勢いて、ソニアはその喧騒けんそうだけで楽しくなった。

「賑やかですね！」

　嬉しくなってデニックに話しかける。

「ああ。いつものことだ」

　デニックは将軍なので、いつ呼び出されても平気なように、王城の近くに居を構えていた。街に立ち寄るのも当たり前のことなため、この光景はいつも見ているもので、珍しいものではない。

「そ、そうですよね」

　デニックの淡々とした反応に、はしゃいでしまった自分が少し恥ずかしくなってソニアは顔を赤くした。

　ソニアの反応に気づいたデニックが（しまった！）という反応をしたが、何を言ったらいいかわからないようだった。

「あ、ほ、ほら、本屋ですよ！　入りましょう！」

　ちょうど目的の本屋を見つけたソニアは、そそくさと中に入った。一歩足を踏み入れたらそこには壁一面に本が並んでいた。

「うわぁ……」

　ソニアが感嘆の声を出す。

　本、本、本。

　あれほど望んでいた本が目の前にある。

　キラキラと瞳を輝かせるソニアに、デニックも満足そうな表情を浮かべる。

「気に入ったのはありそうか？」

「はい！　もちろん！」

　これだけあるのだ。好みのものがあるどころか、選ぶのが大変だ。

「どれにしようかな」

　ソニアが本を手に取って悩んでいると、デニックが店主の元に向かった。

　店主と目を合わせ、お互い頷きあった。

「全部買おう」

「待ってーーーーーー!!」

　慌ててソニアが止めに入った。

　お金の使い方が豪快すぎる。

「全部はいいです！　さすがにそんなにいりません！」

　専門書などは読まないし、ソニアは小説が読みたいのだ。

「じゃあ欲しいものを全て言ってくれ。全部買おう」

「いえ、でも……」

「俺がそんなに甲斐性なしに見えるか？」

　ソニアはデニックのバックにお金が見えた。

　将軍公爵の有り余る財力が浮き彫りになる。

　ソニアはおそるおそる恋愛小説のゾーンに指を伸ばし、

「こ、ここから……」

　そっと指をスーッと移動した。

「ここまで欲しいです！」

　勇気を出して言うと、デニックがフッと笑った。

「今言ったものを全部買おう」

「ありがとうございます！」

　店主がデニックから代金を受け取り嬉しそうにしている。

（前世と今世で初めて「ここからここまで」をやってしまった）

　ソニアがちょっとした夢を達成してドキドキしている間に、デニックは店主に指示を出していた。

「数があるのであとで運んでくれ」

「かしこまりました！」

「それから――」

　デニックが一つの本を手に取ってソニアに手渡した。

「これはそのままもらっていこう。今日読む本がなくなるからな」

（そこまで気遣ってくれるんだ）

　今日ソニアが本を読めるようにという気遣いに、ソニアは胸が温かくなった。

「ありがとうございます」

　ソニアが微笑みかけると、デニックは「これぐらいどうということはない」と言いながらも、少し照れくさそうにしていた。

（楽しい外出だった）

　ソニアが満足しながら店を出たそのとき、何かにぶつかった。

「きゃっ！」

　踏ん張れずに尻もちをついた。

「大丈夫か!?」

　慌ててデニックがソニアに近づき、怪我がないか確認する。

「あ、あの、大丈夫です」

「いや、どこか怪我をしているかもしれない」

　デニックがソニアの足をスッと触る。

　確認のためだとしても、優しく撫でるその手の感触に、ソフィアの身体がビクリと反応した。

「んっ」

　思わず零れた声に慌てて口を押さえた。

（デニックは私の怪我を心配してくれているのになんてこと……！）

　ソニアの声にピタリと手の動きを止めたデニックが、少し熱い吐息を漏らし、「大丈夫みたいだな」と言うと、ソニアをそっと立ち上がらせた。

　身体の力が抜けてデニックに少し寄りかかってしまった。

「ご、ごめんなさい！」

　すぐに離れたが、デニックがゴクリと唾を飲み込む音が聞こえた。

　デニックから離れてようやく周りを見る余裕ができたソニアは、人が倒れているのに気付いてギョッとした。

　どうやらソニアとぶつかったのは、人だったらしい。

「だ、大丈夫ですか!?」

　慌てて倒れている人に駆け寄ると、「うーん」と言う声が聞こえてほっとするが、目を覚ます気配はない。

　倒れた若い女性の傍には、拳程度の石が落ちていた。

「まさかこれが頭に当たったんじゃ……！」

　彼女のピンクの髪を掻き分け頭を触ると、コブのようなものが指に触れた。

「大変……！　お医者さんに見せないと！」

　ソニアが慌てふためいていると、デニックがソニアの肩を叩く。

「落ち着け」

「デニック……」

「呼吸は安定している。顔色に変化もない。今のところ命に別状はおそらくない」

　デニックの声掛けに、自分が取り乱していたことに気づいてソニアは冷静さを取り戻した。

「そうね……でもお医者様には見せないと」

「ああ。頭だからもしもがある。屋敷に戻って医者を呼ぼう」

　ソニアとデニックは女性を馬車に乗せて家路を急いだ。

（どうか何事もありませんように！）

　ソニアは女性の無事を必死に祈った。

　その祈りが通じたのか、女性が馬車の中でパチリと目を開けた。

　ソニアに膝枕をされた状態だった女性は驚いたのか「わあ！」と叫んで身体を起こし、すぐに「あれぇ？」とヨロヨロと元の体勢に戻っていった。

「急に起き上がっちゃダメですよ！　頭を打ったんですから！」

「頭を……打った……？」

　女性がおそらく自身の頭の痛む部分を触った。

「本当だ……コブがある……」

「お医者さんに見せますから、それまで我慢してください」

　ソニアに言われて女性は頷いた。

「私がぶつかったから……ごめんなさい」

「いえ、私もよく見てなかったから……あなたのせいじゃないよ」

　ソニアが謝ると、女性は気にしなくていいとソニアに柔らかく微笑んだ。

（可愛い……）

　ソニアは思わず見惚れてしまった。

　すぐにハッとして女性に訊ねた。

「あなた、自分の名前はわかる？　家族に連絡しないと」

　頭を打ったことによる記憶の混濁がないか確認も込めて訊ねると、女性は答えた。

「シンディー。シンディー・マイヤーだよ」

　女性は明るい笑顔でニカッと笑った。

「一人暮らしだし、家族はいないよ」

　ソニアはシンディーの言葉を聞いて固まった。

「シンディー・マイヤー……？」

　聞き覚えがある。いや、正確に言うと見覚えがある。

　小説で何度も出てきた名前だ。

　ピンク色の髪。黄緑の瞳。

　間違いない。

　――ヒロインである。
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「軽い脳震盪でしょうな。少し安静にしていたら問題ありません」

　医師からの言葉に、ソニアはほっと息を吐いた。

　診察を終え、医師は頭を下げて部屋から出ていく。部屋に残ったのはソニアとデニックとシンディーの三人となった。

「よかった。何かあったらどうしようかと……」

　ソニアがシンディーの手を握った。

「本当にごめんなさい。私の不注意で……」

「もう、気にしなくていいって言ったでしょ？　と……」

　シンディーが慌てて口を手で押さえた。

「気にしなくて大丈夫です！　……敬語って使い慣れてないんだけど、貴族の人には使わないといけないよね――じゃなかった。ですよね？」

　コクリと首を傾げる仕草も可愛い。

　さすがヒロイン、と納得しつつ、ソニアは告げた。

「敬語なんて無理にしなくていいわ。私も普通に話させてね」

　ソニアが笑いかけると、シンディーがパッと顔を明るくした。

「本当!?　敬語苦手で……本当にこの感じで話してもいい？」

「もちろんよ」

　ソニアが頷くと、シンディーは安堵の息を吐いた。

　しかし、すぐに顔色を悪くする。

「あの、私お金が無くて……お医者さん代が払えないんだけど……」

　シンディーはとても申し訳なさそうにした。

「お金なんて……！　こちらのせいなんだから気にしないで！」

「ありがとう……」

　シンディーは今度こそ本当に安堵の息を吐いた。

「仕事をクビになっちゃって……住んでいたところもお金がなくて追い出されちゃったの」

　シンディーが困ったように笑った。

「……ならうちで働くか？」

　無言でソニアたちのやりとりを見ていたデニックが提案した。

「いいんですか!?」

　シンディーが喜んで提案に飛びついた。

「私なんでもやります！　掃除も洗濯も、なんなら敵勢力のスパイも！」

「スパイはいい」

　デニックが冷静に止めた。

「ちょうど住み込みの使用人が辞めたところだ。部屋も空いているから住み込みでも問題ない」

「本当ですか!?」

　シンディーが嬉しそうな声を出した。

「ありがとうございます！　精一杯働きます！」

　シンディーが頭を下げた。

「明日メイド長に仕事内容を教えるように伝えておこう。今日は念の為そのまま休んでおくように」

「はい！」

　デニックが部屋を出る。ソニアもシンディーに会釈をしてから部屋を出た。

「あ、あの、デニック様」

「なんだ？」

「ありがとうございます。彼女のこと」

　シンディーをデニックが受け入れてくれてとても助かった。あの状態の彼女を追い出すことなど、ソニアにはできない。

「いや、当然のことをしただけだ。それより……」

　デニックが少し間を置いて言った。

「いつになったら俺に敬語を使わなくなるんだ？」

「え？」

　ソニアは目を瞬いた。

「いつまでって……ずっとですけど」

「あの女には普通に話していたじゃないか。敬語じゃなくていいと相手に許可も出していたし」

　あの女……シンディーのことだろうか。

（ヒロインをあの女扱い……敵意がある……？　まだ仲良くなる前だからかしら）

　気にはなったものの、ソニアは流すことにした。

「それは、そのほうがあの子がやりやすそうだったからで……」

「別に俺は敬語でなくてもいい」

「いや、でも……」

　離婚したら他人になるし、ソニアの身分も今より下になる可能性が高い。離婚したらもう会うこともないだろうが、万が一にも再会した場合、慣れからうっかり敬語を使うのを忘れてしまい、怒りを買うようなことも避けたかった。

「敬語でなくてもいい」

　二回言った。

　そこまで敬語をやめてほしいのなら、ソニアも受け入れないわけにはいかない。

「わかったわ。デニック様」

「様もいらない」

「……わかった。デニック」

　ソニアの言葉を聞いて、デニックがふっと笑った。

「今日は楽しかった」

　それだけ言うとデニックはスタスタと自室へ歩いて行ってしまった。

　ソニアはしばらく惚けたようにその場に立っていた。

「……何よ。その笑顔は反則じゃない」

　少しだけ赤くなった頬を押さえた。
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　ソニアは自室に戻ると頭の中を整理した。

「シンディーが来た」

　この世界のヒロインが。






　シンディー・マイヤー。

　彼女は元男爵令嬢だったが、幼い頃に家が没落。以来平民として生きている。

　幼い頃に没落したため貴族としての記憶はあまりないけれど、身についた所作などから、元貴族だったことが窺える。

　デニックとは、街に来ていた彼にシンディーがぶつかり、その際に転んで怪我をしたことから始まる。

　その後、仕事がなくて困っている話をすると、デニックがシンディーを使用人として迎え入れる。

（ぶつかったのは私だけど、その後の流れは原作と同じ）

　やはりこの世界は二人のための世界なのだ。

「原作通りに進んでいるということは、私も注意していかないと」

　原作のように追い出されて死亡フラグが立たないようにしなければ。

「大丈夫。デニックとは原作と関係が違って険悪じゃないし、二人が付き合ったときに祝福して、離婚したらいいだけ」

　シンディーに嫌がらせさえしなければ何とかなるはずだ。

「これからデニックとシンディーはこの屋敷で愛情を育むはず……」

　ソニアはそれを邪魔しないようにするだけだ。

（少し胸がモヤモヤするのはやっぱり私がソニアだからかな）

　ソニアは二人が仲良くしている姿を想像して落ち着かない気持ちになる。

（大丈夫。私は二人の邪魔をしない。大丈夫……）

　ソニアは自分に言い聞かせた。
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「おはようございまーす！」

　元気な声で起こされた。シンディーだ。

「おはよう。もう大丈夫なの？」

　ソニアが心配すると、シンディーは明るい笑みを向けた。

「もうばっちり！　コブもへっこんだよ！」

　ソニアがホッと息を吐いた。

「よかった。でも何かあったら言ってね」

「ありがとう！」

　笑顔のシンディーを見てソニアがほっこりする。

（可愛い。さすがヒロインね。笑うだけでこちらまで温かな気持ちになるわ）

「そういえば、あなたが起こしてくれたってことはもしかして……」

　シンディーがにこりと笑った。

「奥様付き侍女になったの！　と言っても、貴族の家で働くのは初めてだから、他の仕事もちょっとずつ覚えながらになってしまって、ずっと付いてるわけではないんだけど」

　でも、とシンディーが拳を握った。

「すぐに仕事を覚えて奥様専属の実力派侍女になってみせるね！」

　シンディーのやる気満々な姿に、ソニアがクスクス笑った。

「期待してるわね」

「うん！」

　シンディーはとても楽しそうだ。働いているときすら楽しそうで、ヒロインはすごい。

　ソニアはシンディーが用意してくれたお湯で顔を洗い、シンディーに手伝ってもらいながらドレスに着替えた。最後に髪型を整えてもらう。

「うーん！　美人！　これには旦那様もメロメロだね！」

「そんなことないけど……」

　むしろ、あなたの笑顔に夢中になるはず。

　そう言いたいが言う訳にもいかないので、ソニアは曖昧に微笑んだ。

「じゃあ朝食に行こう！　今日のご飯美味しそうだったよ～」

　ソニアが鼻歌を歌いながら案内してくれる。

「シンディーは元気でいいわね」

「え？　あ……私歌ってた？」

　シンディーが恥ずかしそうに頭を搔いた。

「恥ずかしがることないわよ。その明るさは長所じゃない」

「そ、そう？」

　シンディーは少し嬉しそうな顔をした。

「亡くなったお母さんが『笑顔でいるといいことがあるから、いつも笑顔でいるんだよ』って言ってたから、それから笑顔でいることにしてるんだ」

　そうだった。シンディーは没落したあと、少しして母親と死別している。

　その後入った孤児院でイジメられたりしながらも、めげずに強く生きてきたのだ。

（波乱万丈な人生なのに、こんなにまっすぐ育つなんて）

　ソニアは胸が熱くなった。

「シンディーはいい子ね」

「え、やだ……照れちゃうなぁ」

　嬉しそうに照れるシンディーもまた可愛い。

　あの堅物公爵が落ちてしまうはずだ。

「あ、着いちゃったね」

　食堂に着き、シンディーが扉を開ける。開けた先にはデニックがすでに座っていた。

「おはよう」

「おはようございま……おはよう」

　敬語を使おうとして、慌てて直した。デニックが心做しか満足そうな顔をした気がする。

　ソニアも席について食事を始める。

「……仕事はどうだ？」

　デニックがシンディーに聞いた。

「とてもいいです！　早く仕事に慣れるように頑張ります！」

　デニックには、敬語でなくていいと許可を取っていないからか、敬語でシンディーが答えた。そういえば、昨日もデニックには敬語を使っていたなと思い出す。

（原作では初めて会った日から敬語ではなくなってた気がする。昨日そうなる場面を私が奪っちゃったのかな……？）

　ソニアは昨日のシンディーとのやりとりを思い出した。昨日シンディーが言っていた「敬語が苦手」というあれは、本来ならデニックとシンディーのやりとりだ。

（どこかで軌道修正させたほうがいいかしら）

　ソニアがそう考えていると、デニックが今度はソニアに話しかけてきた。

「本は気に入ったか？」

「あ……」

　せっかく買ってもらったのに、昨日は考え事をしていてそのまま眠ってしまった。

「ごめんなさい。まだ読めてなくて……」

　デニックに申し訳なく思いながら正直に伝えると、デニックが首を横に振った。

「ああいうのは読めるときに読めばいい。ソニアが楽しめればそれでいいんだ」

「デニック……」

　優しい言葉に胸をじんわりさせた。

「今日、昨日買った残りの本が届くから、それも楽しみにするといい。じゃあ俺は仕事に行ってくる」

「あ、見送りを……」

「ソニアはまだ食べているだろう。見送りはいいからしっかり食べるんだ。君は痩せているから、もう少し太ったほうがいい」

　デニックが部屋を出ていった。

　その瞬間、興奮したようにシンディーが話しかけてきた。

「すっごい奥様想いの方だね！」

「そ、そう？」

「そうだよ！」

　シンディーは興奮していた。

「奥様を気遣った言葉の数々……ぶっきらぼうながらの優しさ……いいなあ～！　憧れるなあ！」

　思わぬところでデニックの株が上がった。

「そうね。……でも離婚するんだけど」

「え!?」

　シンディーが驚き声を上げた。

「なんで!?　どうして!?」

「あれ？　聞いてない？」

　屋敷内で知らない人はいないどころか、使用人の目の前でその話をしたので、公然の秘密だった。

　ソニアはてっきりすでにシンディーが、メイド長辺りから聞いていると思っていた。

「あのね……」

　ソニアがシンディーにデニックとのことを説明した。

　お互い不本意な結婚であること。白い結婚なら離婚できること。その契約にデニックが喜んでいること。

「ええ～……そんなことが……貴族って大変だね……」

　シンディーがしみじみ言った。

「そうね。ややこしいわよね」

　元日本人であるソニアから見てもかなり面倒に思える。

「でも……本当にそうかなあ？」

「え？」

「旦那様はそんな感じじゃなかったと思うなぁ」

（そんな感じじゃなかった？）

　それはどういう意味だろう。ソニアが聞こうと思ったところで、シンディーの後ろからメイド長が現れた。

「シンディー。奥様の食事の邪魔をしてはダメでしょう」

「え、あ……」

　シンディーが顔を引き攣らせた。それを見たソニアがフォローする。

「そんな、気にしなくても……」

「奥様」

　メイド長がソニアに首を横に振った。

「甘やかしてはいけません。この子はきっちり指導させてください」

「そ、そう……？」

　そう強く言われてはソニアは口出しができない。使用人の教育に関してはメイド長がソニアより手慣れているし、手出ししないほうがいいことはわかっている。

　シンディーが売られていく子牛の如く連れていかれるのを見ながら、ソニアは食事の続きを再開した。
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（デニックが離婚したがってない？）

　そんなはずはないはずだ。だってデニックはあんなに離婚に乗り気だった。

（確かに前に離婚しなくていいみたいなことを言っていたけど、あれはその場の雰囲気とか、思ったより私が大人しくしてるから、都合がいいという意味で言ったんだと思うけど）

　デニックなら他にいい相手などいくらでもいるはずなのに、自分で選ぶこともできず、ソニアとは渋々結婚したのだ。不本意な結婚なのは間違いない。

　ギスギスした関係も、今はよくなったが、それもきっと離婚するまで一年と時間があるから、仲良くしてお互い居心地悪くならずに過ごして円満離婚しようと計画しているだけだろう。

（そう考えると、離婚しなくていいと言ったのも、一年過ごしやすくするために言ったのかもしれないわね）

　ソニアだって一年という期間を気疲れしたくないので、その考えは賛成である。

（そんなに仲良く見えたのかしら。そうだとしたら、私の行動は間違っていないと考えていいんだろうけど……）

　死亡フラグを折るためにも、デニックからの負の感情を向けられないのはいいことだ。

（ついにヒロインがやってきたことだし、他に死亡フラグ回避する方法は……）

　ソニアはふと思いついた。

「そうよ。そうだわ！」

　自分ならできるもっとも二人のためになることがあるではないか。

「二人がくっつくのをサポートするのよ！」

　そうすればソニアは二人のキューピットとしてきっと感謝してもらえる。離婚のときもきっと快く送り出してくれるだろう。何だったら予定より多くお金をくれるかもしれない。

　名案だ。何よりソニアは前世の記憶があり、二人については詳しいのだ。

「よおーし！」

　ソニアは二人の仲を深める計画を立てるため、テーブルに向かった。
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「シンディー。ちょっとこの部屋の掃除をしてもらっていい？」

「はーい！」

　二つ返事でシンディーが答える。そしてすぐにソニアは執務室でデスクワークをするデニックの元に向かった。

「デニック、ちょっと来てもらっていい？」

「もちろんだ」

　ソニアが現れた途端無表情ながら嬉しそうなデニックに、「嫌われてはなさそうね」とちょっと安心する。

「あの部屋に大事なものを置き忘れちゃったの。でも一人だと怖いし、ついてきてくれる？」

「ああ」

　開かずの間に問答無用で入り込む女が何を言っていると言われてもいいところだが、デニックは特に気づいた様子もなく、ソニアにぴったりついて来た。

　そう、肩を抱いて。

「……ちょっと近くないかしら？」

「そうか？　だがこれで怖くないだろう？」

　元より怖くないから離れてほしい。

　しかし、怖いからと言ってしまったのは自分だ。デニックは優しさからしている行動である。

　ソニアは黙って部屋まで歩くことにした。そのままの姿勢でお互い無言のままというシュールな状況にすれ違う使用人も驚きつつ何も言葉を発せない。

　無事に部屋の前に到着したとき、ソニアは安堵感から息を吐いた。

「ここよ」

　ソニアがデニックを扉の前まで誘導する。そしてパッと扉を開けたとき。

「わあ！　しまった！」

　転んだフリをしてデニックを部屋に押し込んだ。そしてそのままバタンと扉を閉める。

「あれ!?　旦那様!?」

　シンディーの驚きの声が聞こえた。

　おそらく部屋で呆然としているであろうデニックに向かって、ソニアは扉越しに叫んだ。

「ごめんなさい、転んじゃって！　しかもその衝撃で扉が壊れたみたい！　直すまで二人で待っててね！」

　ソニアは走ってその場を後にした。

（わ、わざとらしかったかな……？）

　デニックに不審に思われていないかハラハラしながらソニアは走るのをやめた。二人を仲良くさせるために閉じ込めたのだから、急いで扉を開ける必要はない。二人を密室で閉じ込めるために、シンディーには部屋の掃除をお願いし、そこにデニックを押し込んだのだ。

（あの扉は元々壊れかけてて、原作では初日にデニックが仕事について説明する際、二人はあの中に閉じ込められるのよ）

　シンディーはソニアとぶつかってしまったからか、原作と流れが少しだけ変わってしまった。

　本来ならシンディーが頭を打つことはなく、デニックにぶつかった拍子にちょっと膝に怪我をする程度なのだ。だけど、責任感の強いデニックは怪我した彼女をきちんと自分の屋敷でもてなす。

（原作ではそれに私が文句を言うのよね）

　その後、怪我の手当をして、雇うことになる。その際の説明もデニックがして、屋敷の案内をするのだ。

　そのときに、あの部屋に閉じ込められるアクシデントが起こるが、そのおかげで二人がお互いのことを知り、意識するきっかけとなるのだ。

（これでお互い気になるはず）

　ソニアはいいことをした、とほくそ笑みながら、扉を直せる使用人をゆっくり探した。
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　二人が部屋から出られたのは、閉じ込められてから二時間後のことだった。

　もっと閉じ込めたほうが仲良くなるのではないかと思ったが、体調不良など不測の事態が起きてしまっても困る。

　扉がガチャリと開いた途端、ガシッと何かが抱きついてきた。

　シンディーだ。

「奥様～！　もうダメかと思った～！」

　シンディーが鼻声で言った。

「もう限界なので御手洗に行ってきます！」

　宣言するとすごい速さで消えていった。

（間に合ってよかった……ヒロインにあるまじき醜態をヒーローの前で晒すところだったわね……一応トイレに行ったことを確認してから閉じ込めたんだけど、ごめんね）

　ソニアがシンディーに心の中で謝罪した。

「ソニア」

　今度はデニックがソニアを呼んだ。

「あ、ごめんね、デニック。転んじゃって……」

「そんなことはどうでもいい」

　デニックは怒っていなかった。

「大事なものはこれか？」

「あ、そう！　これ！」

　デニックの手にはバレッタがあった。

　ソニアは嘘にならないように、本当に自分の大切なものを部屋に置いたのだ。

「祖母の形見なの。見つけてくれてありがとう」

　両親はソニアをお金のなる木としか見ていなかったが、祖母はソニアに優しかった。その祖母の形見。金の亡者である親から隠して大事にしてきたものだ。

「ソニアの大切なものが見つかってよかった」

　デニックが小さく笑う。ソニアの心臓がどくりと音を立てた。

（わ、私がときめいてどうするの！）

　シンディーがときめかなければ意味がないのだ。

「あ、ありがとう」

　ソニアは赤らむ顔を隠すようにしながら、お礼を告げた。
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（まずいわ）

　ソニアはベッドの上でうつ伏せになった。

（このままじゃ原作と同じで私がデニックに惚れちゃう！）

　初めの嫌な男のままならよかった。だけど、今のデニックはソニアに優しい。気遣ってくれるし、たまーに貴重な笑みも向けてくれる。その笑みはまだヒロインであるシンディーでさえ向けられたことがない。

（私が特別なのかと錯覚しちゃう！）

　これは危険だ。早急に何とかしなければ。

　デニックに惚れてしまったら、ヒロインであるシンディーに嫌がらせをしないという確約もできない。

（部屋閉じ込め事件以外にも、あの手この手で二人を仲良くさせようとしてるけど、上手くいってるのかいまいちわからないし）

　その都度、ソニアがデニックにときめいてしまっている。

（何とかしないと！）

　ソニアがベッドでもぞもぞしていると、部屋がノックされた。

（この時間にノックされるのは珍しいわね）

　もう寝ようとしていた時間だ。

「はい」

　ソニアが返事をすると、部屋の扉が開け放たれた。

「デ、デニック!?」

　扉を開けたのはデニックだった。ソニアは慌ててベッドから身体を起こした。

「どうしてここに？」

「ここは元々夫婦の部屋だ」

　それはその通りだ。

「でも、今までこの部屋に寄らなかったのに」

「ああ、それなんだが……」

　デニックが部屋の中に入って、ベッドに腰掛けた。デニックの体重分ベッドがデニック側に沈んだ。

「今後は俺もこの部屋で寝ていいか？」

「はい？」

　聞こえなかったのではなく、なぜそんなことを言うのかという意味で聞き返した。

「今の俺たちは前のようにいがみ合ってはいないだろう？」

「私は昔から別にあなたのことをいがんだことはないわよ」

　デニックが一方的に嫌っていたのだ。

　ソニアの言葉にデニックが気まずそうにした。

「それに関しては申し訳なかった。君がどういう人間か知る前に偏見と思い込みから君を嫌ってしまっていた」

「以前にも謝ってもらっているからもう気にしてないけど」

　デニックが話を蒸し返してきたから答えただけだ。

「そ、それで……」

　デニックが言葉を選んでいるようだった。

「俺たち別にこのままでもいいんじゃないか？」

「え？」

「このまま結婚生活を続けたらいいんじゃないか」

　デニックはこう言っているのだ。契約を反故にしようと。

「俺は当初望んでいない相手との結婚生活など嫌だと思っていた。だけど実際の君は思慮深いし、一緒にいて居心地もいい。いいパートナーになれると思うんだ」

「……」

　ソニアは考えた。

　確かにデニックとの暮らしは契約をした当初より圧倒的にいいものになった。

　お互いいい距離感で過ごせていると思う。

　だが、それはそれ。これはこれだ。

「無理よ」

　ソニアの言葉に、デニックが身体を固くさせた。

「契約書もあるんだから、きちんと守って。一年後……もう何だかんだであと半年ね。そのときに離婚してください」

　ソニアの言葉にデニックが傷ついた表情を浮かべたことに気付いたが、ソニアは撤回しなかった。

「わかった」

　デニックはベッドから立ち上がり、部屋から出ていった。

　ソニアはそっとデニックの座っていた場所を撫でる。まだ温かい。

「ダメよ……」

　今出ていかないとソニアが何かやらかしてしまうかもしれない。それに、白い結婚でなければ、シンディーとデニックが結ばれたとき、簡単に離縁ができなくなってしまう。

　それにソニアは知っている。

（シンディーと結ばれたデニックは幸せになるのよ）

　二人の物語はハッピーエンドだ。

　幸せになることがわかっているのに、そこに割って入ることなどできない。

　ソニアはデニックの温もりを感じながら、眠りについた。







◆❖◇◇❖◆








（やっぱり私が原作通りにしなかったからデニックがシンディーと結ばれるまで時間がかかってる？）

　目覚めた瞬間ソニアはそう結論付けた。

　死亡フラグ回避のために彼らに嫌われる悪役をやる訳にはいかないが、二人にとっての試練となれなかったのはいけなかったのかもしれない。

（二人の仲は決して悪くない。私が二人をくっつけようとしてやってきたことは無駄にはなっていなくて、お互い前よりフレンドリーになっている気がする）

「シンディー、デニックについてどう思う？」

　ソニアは率直にシンディーに訊いた。

「いい方だと思うよ」

「そうじゃなくて、男としてありかなしかよ」

「え!?」

　シンディーが顔を真っ赤にしたが、モジモジしながら答えてくれた。

「そりゃ、魅力的な人だと思うよ……かっこいいし……優しいし」

　シンディーの返事を聞いてソニアは確信した。

（やっぱり！　シンディーはデニックに想いを寄せているんだわ！）

　そもそも小説では恋仲になるのだ。今あまり仲が進んでいないとしても、好感はあって当たり前とも言える。

（私がストーリーの流れを変えちゃったから二人の仲が上手くいっていないのかもしれないし、なんとかしなきゃ）

「シンディー！」

「はいっ？」

　ソニアが鬼気迫る表情でシンディーに顔を近づけた。

「大丈夫！　私に任せてね！」

「え？　……何を？」

　シンディーの問いには答えずにソニアは燃えていた。

（二人を必ずくっつけてみせる！）







◆❖◇◇❖◆








「出かけない？」

　ソニアの誘いに、デニックがスプーンを落とした。

「……出かける、だと？」

　デニックの眉間に皺が寄った。嫌だっただろうか、と思いながらも、ソニアはなんとか話を進めるために口を開いた。

「ええ。本を買いには行ったけど、本当にただ本を見るだけで終わってしまって、他に何も出来なかったでしょう？　もう一回ぐらいどうかと思って」

　デニックは使用人から新しいスプーンを受け取りながら答えた。

「それはデートというものか」

　クワッと効果音が聞こえてきそうなほど険しい表情をしたデニックに一瞬ソニアは怯んだが、すぐに気を取り直した。デニックのこういう表情は初めてではない。いちいち気にしていたら話が始まらないことをこの半年でソニアは学んでいた。

「いえ、ただのお出かけで」

「そうか、デートか」

　聞いていない。

「どこに行きたい？　劇場を貸し切るか？　高級レストランでディナー？　なんなら王宮の庭園を貸してもらえるように手配しても――」

「そんな大層なものでなくて大丈夫よ！」

　あまり仰々しすぎるのは困る。

「その、ちょっと街を歩いてその辺のお店でショッピングとかでいいんじゃないかしら？」

　ソニアは原作でシンディーとデニックがしていたデートを思い出して提案した。

　原作ではシンディーの身分に合わせたデートをしていた。今回もそれでお願いしたい。

「わかった」

　デニックが頷いた。

「必ず楽しめるようにする」

「あ、ありがとう」

　そんなに気合いを入れなくても……。

　なぜかやる気に満ち溢れているデニックに、ソニアは少し引きながら感謝を述べた。

（少し心配だけど、デニックから承諾がもらえた。あとは当日になったら――）







◆❖◇◇❖◆








「あれ？　旦那様？」

「……シンディー？」

　バッタリ出会った二人に、ソニアは一人建物の陰に隠れながらガッツポーズを取った。

　今日はソニアとデニックが出かけると約束した日。

　屋敷からの出発ではなく、待ち合わせを外にしたのだ。なぜなら、そうしなければデニックとシンディーをデートさせることができないので。

　そう、ソニアはデニックとシンディーをデートさせるつもりで、デニックに出かけることを提案したのだ。

「どうしてここに？」

「奥様に言われて……」

「何？」

　デニックの眉間に皺が寄った。シンディーが慌ててカバンから手紙を取り出す。

「あの、奥様が会った人にこれを渡せって」

　デニックが訝いぶかしみながらも手紙を開いた。そこにはこう書かれていた。






『デニックへ






　ごめんなさい。今日は急用で行けなくなってしまったの。

　でもせっかくだから、シンディーと出かけてくれるかしら？

　シンディーはあまりお出かけをしたことがないんですって。

　せっかくだから楽しんできてね。







ソニア』








　デニックは手紙から顔を上げた。

「……君と出かけるようにと書かれていた」

「え？　なんで？」

（あなた達がくっつくためです！）

　ソニアが心の中で説明した。

（原作ではソニアと無理やりデートをさせられたデニックが、ソニアを振り切ったときにたまたま出会ったシンディーとデートするんだけど……）

　ソニアはこの間、出かけることを提案したデニックを思い出した。

（なんだか、あの感じだと、デニックが途中で切り上げたりしなそうだったのよね……だから二人がとりあえず出かけられるようにしてみたんだけど……）

　ソニアは意識を再び二人に向けた。

　二人は何か話すと、そのまま歩き出した。

（よかった、デートするみたい）

　ソニアがホッとしながら歩き出そうと思ったそのとき――。

「お嬢さん、綺麗だね」

　ソニアの目の前に数人の男達が現れた。

　明らかにタチの悪そうな男達で、ソニアは後ろに下がろうとしたが、そもそも建物の陰にいたのだ。その建物の壁に背中がぶつかっただけだった。

　逃げ場のない状況を楽しむかのように、男達がソニアに近づく。

「一人なの？　じゃあ俺達と遊ぼうよ」

「ひゃー！　すっごい上玉じゃねぇか？」

　男達が興奮している。

「ん？」

　一人の男がソニアを見て何かに気付いた。

「この女、貴族じゃねえか？　服がやたら綺麗すぎる」

　二人の後をつけるためにいつものドレスでなく目立たない色のワンピースを身につけているが、公爵家のワンピースだ。その辺のピラピラした布で作られた物ではなく、きちんと仕立てられた上等な代物だ。

　普段そのような綺麗な物を目にしたことがない男達は、だからこそ、すぐにその違いに気付いたらしい。

「マジかよ。貴族様がなんでこんなところに？」

「さあな。でもこれは金になるぞ」

「身代金要求しようぜ」

「この服も高く売れるぞ」

　男達がニヤニヤしながらソニアを見る。

「いや、その前に遊んじまおうぜ」

「そうだな。貴族の女を抱ける機会なんかそうそうないからな」

　男達の下衆な笑いにソニアの肌が粟立った。

（この人たち……本気だわ！）

　ソニアはなんとか逃げ道がないかと辺りを見回すが、袋小路で男達の塞いでいる場所しか道がない。

　デニックにバレないようにとした行動が仇となった。

（どうしよう……どうしたら……）

　ソニアが泣きそうになっていると、ついに男達がソニアに手を伸ばした。

　そしてその手がソニアの腕を掴む。

「へへへ……細っせぇ腕だ」

（嫌！　誰か……）

　ソニアがギュッと目を瞑った。

「デニックーーーー!!」

　自然と口から出た助けを求めた相手は、デニックだった。

　そのことにソニア自身が驚く。

（私、どうして……）

　ソニアが自身の気持ちに混乱していると、ドカッと何かを殴る音がした。

　そして、ソニアの腕を掴んでいた男がドサッと倒れた。

　ソニアがおそるおそる目を開ける。

　逆光の中、男の後ろから現れたのは、デニックだった。

「だ、誰だお前は！」

　男達がソニアからデニックに視線を向ける。デニックは男達を視線で射抜くと、男達はその視線の鋭さに動きを止めた。

（なんて目だ。これは素人の目じゃねぇ）

（俺達はとんでもねぇやつにケンカを売っちまった）

　カタカタと身体を震わせて動けなくなっている男達に、デニックが一言告げた。

「――殺す」

　男達がヒュッと喉を鳴らした。

　デニックがいつの間にか手にしていた剣を男達に振り上げた。

　あと少しでその剣が男を斬るというそのとき。

「ダメ！」

　ソニアがデニックの腕を掴んだ。

　剣の動きは止まり、斬ろうとしていた男の髪がハラリと落ちた。

「……どうして止める」

　デニックがソニアを見た。その目には怒りが浮かんでいる。

「この男達はお前に触れた。それだけで万死に値する」

　デニックがギリギリと剣を握る手に力を込めた。

「ここは戦場じゃないのよ！」

　ソニアが叫んだ。

「戦場では、あなたはそれが仕事だから人を殺めるでしょう。でもここは違う。ここでは罪を犯したら司法が裁くの」

　ソニアがデニックをまっすぐ見つめた。

「あなたがその手を汚す必要はないの」

　デニックが剣を握っていた手から力を抜いた。

　そして剣を鞘にしまった。

「――去れ」

　デニックの言葉に、金縛りにあったかのように動けなくなっていた男達がハッとした様子で蜘蛛の子を散らしたように逃げていった。

「すぐそこに憲兵を呼んでいる。あいつらは逃げられない」

　ソニアが男達を逃がしてよかったのかと考えていると、デニックがそう説明してくれた。

　それなら彼らによって自分のような被害に遭う女性はもう出ないだろうとほっとしたところで、デニックに腕を引っ張られた。

「きゃっ！」

　そのままデニックの腕の中に飛び込む形で抱きついてしまい、ソニアは胸の動悸が激しくなった。

「あ、あの……」

「今日なぜ来なかった？」

　ソニアから血の気が引いた。

「君が来なかったばかりか、代わりの女が来た。急用だと言っていたが、今ここに君はいる。どういうことだ？」

「そ、それは……」

　ソニアが口ごもると、デニックはソニアをお姫様抱っこする。

「え!?　あ、あの……」

「話は後で聞く」

　ソニアが恥ずかしさと動揺からオロオロすると、デニックが静かに黙らせた。

　ソニアも言い訳が思いつかず、そのまま黙り、デニックが乗ってきた馬車に一緒に乗った。ちなみに座席に下ろしてもらえず、そのままお姫様抱っこされている。

「……」

「……」

　気まずい。

　お姫様抱っこのままだし、あんなことがあった後だし、何より嘘がバレている。

「……あの、どうして私がいるのがわかったの……？」

「俺は軍人の端くれだぞ。あんなに近くにいたら君の気配ぐらいわかる」

　普通の軍人はわからないと思う。軍人の端くれどころか、将軍であるデニックだからこそ、わかったのだろう。

「君と出かけることに浮かれて気付くのが遅れたのは痛恨のミスだ。そうでなければ、君に怖い思いをさせる前に助けられたのに……」

　デニックが苛立たしげにそう口にした。これはソニアに苛立っているのではなく、ソニアを守れなかった自分自身に怒っているのだ。

　ソニアはドクンドクンと鳴り続ける自分の心臓を押さえ込もうと胸に手を当てた。

「あの……シンディーは……」

　彼女と移動したはずなのに、馬車の傍にも見当たらなかった。どこに行ったのだろう。

「小遣いを渡して別れた。君以外と出かけても意味がないからな」

「え……？」

　ソニア以外と出かけても意味がない……？

（それって……）

　ソニアが何かの答えを出せそうなときに、馬車が止まった。

　屋敷に着いたのだ。

「あの、デニック。もう大丈夫だから、下ろしてくれる？」

「嫌だ」

　デニックはソニアの願いを却下して、そのまま屋敷の中に入った。

　使用人達が一斉にこちらを振り返り、驚きの表情を浮かべた。

（恥ずかしい！　明日からみんなにどんな顔で会えばいいの!?）

　ソニアが顔から火が出そうになっていることにも目もくれず、デニックは迷いのない足取りで目的地に向かう。

　そしてついにたどり着いた。

　――デニックが来たのは、夫婦の寝室だった。

　デニックは片手でソニアを抱きながら、もう片手で器用に扉を開けると、そのままベッドに向かい、ソニアをベッドに下ろした。

　そして腰に下げていた剣を床に置くと、窮屈そうにシャツの胸ボタンを外しながら、ベッドに乗る。

　ソニアは思わずベッドから降りようとするが、すぐにデニックに腕を取られ引き戻された。

「――どうして逃げる？」

「に、逃げてなんか……」

「今逃げようとしただろう」

「今のは条件反射で……」

「今だけじゃない。やたらとシンディーと俺を引き合わせようとした。……俺とシンディーをくっつけようとしただろう」

　ソニアがギクリと固まった。

「気付かないと思ったか？　悪いが俺はそこまで馬鹿じゃない。君の意図がわからなかったから、はっきりと拒絶しなかっただけだ」

「……シンディーのこと、いいなと思わなかったの？」

　原作では、デニックはシンディーにほぼ一目惚れしていた。だから、会う回数を増やせば自ずと好きになっていくと思っていたのだが。

「思わない。俺にはもう心に決めた相手がいる」

「え……？」

　そんな相手がいるだなんて聞いていない。

「誰？　その人と結婚するの？」

「ああ」

　ソニアはその言葉を聞いて、胸が締め付けられたかのように苦しくなった。

　デニックに好きな人がいる。

　ただそれだけで、自分には関係ないのに。

（私、どうしてこんなに苦しいんだろう）

　思ったよりデニックと仲良くなってしまったから？　シンディー以外とくっつくことにショックを覚えた？　それとも……。

　ソニアがショックで固まっている間に、デニックの顔がソニアのすぐそばまで近づいていた。

　そしてそのままデニックがソニアに深く口付けた。

「んっ！」

　ソニアが驚いて顔を離そうとするが、デニックはソニアの顎を掴み、それを阻止する。密着しているデニックの胸を押し返そうとしても、ソニアの力ではビクともしなかった。

　初めての唇へのキス。

　結婚式ではデニックが、ソニアに口付けしているように見せながら、唇の端の方にキスをした。

　つまりこれがソニアとデニックの初めての口付けで、ソニアのファーストキスである。

　デニックの舌がソニアの口をこじ開けて入ってくる。

　歯を舐められ、上顎を撫でられ、舌を絡められて、口の中に痺れるような快感が走る。

　ソニアは息の仕方がわからずハア、ハア、と懸命にたまに開く口の隙間から息を吸っていた。

　それに気付いたデニックが一瞬口を離す。

「鼻で息を吸うんだ」

（鼻……？）

　すぐにまた口が塞がれる。

　ソニアがデニックの言葉を頼りに、鼻で息を吸い込んだ。

（あ、少し息がしやすくなった）

　ソニアが鼻から呼吸ができるようになったことに気づいたのか、デニックが舌の動きを激しくした。

　くちゅ。ぬちゅ。と、お互いの粘膜の音がソニアの耳を犯す。

　ようやくデニックが唇を離したとき、ソニアは瞳をとろんとさせていた。そのソニアの表情にデニックの喉が鳴った。

　力の抜けたソニアの身体を押し倒し、そっと足に触れた。デニックの大きな手がソニアの白く細い足を撫でる。

「前に一緒に本屋に行って転んだとき」

　デニックがソニアの足に顔を近づけた。

「本当はこうしたかった」

　そしてソニアの足に口付けた。

「あ、や」

　足からゾワゾワした感覚がして、ソニアは声を漏らした。

「綺麗な足だ。ああ……ソニア。ソニア。ソニア」

　デニックが夢中になってソニアの足を舐める。

　デニックの熱い舌。たまにかかる吐息。触れる手。

　そのどれもがソニアの感覚を鋭くする。

「や、だめ、やあ」

　ソニアが必死に抵抗するが、デニックはやめない。

　足先から太ももを舐めしゃぶり撫でくりまわしていたその手が、徐々に徐々に上がってきた。

　そしてついにソニアの中心に指が触れた。ソニアの足がピクンと跳ねた。

　デニックが感触を確かめるようにそこを何度か指で押す度に、ソニアが熱い息を漏らした。

　じんわりと下着にシミが滲にじんでくる。

「濡れてる」

　デニックの言葉にソニアのただでさえ赤かった顔がカッと真っ赤になった。

　最後の力を振り絞ってデニックの手を払った。

「契約違反よ！」

　ソニアとデニックは白い結婚を貫くと契約したはずだ。そして一年後離婚すると。

「こんなことしたら離婚できなくなる！」

　白い結婚なら離婚も簡単だが、そうでなくなると、離婚の手続きがややこしくなり、離婚することが難しくなってしまう。

　それはデニックにとっても不本意なはずだ。離婚できないとなると、彼の人生計画が狂うに違いない。一時の流れに身を任せて人生を棒に振るわけにはいかない。

　そう思って制止したのに、デニックは淡々と言った。

「離婚などしない」

「え……」

　今、デニックはなんと言ったか。

「離婚などしない」

　デニックが意志を込めてもう一度言った。

　ソニアはその真剣な眼差しに、一瞬言葉が出なくなる。

　しかし、意を決してもう一度口を開いた。

「そんなの困る……私は離婚しないと……」

　そうしないと、デニックとシンディーが幸せになれない。

　それに、ソニアの死亡フラグも立ってしまうかもしれない。

「俺は離婚したくない」

　デニックがはっきり言った。ソニアと目線をしっかり合わせて、ゆっくり口を開く。

「なぜ愛した女と別れなければならない」

　ソニアが目を見開いた。

　ソニアが驚きのあまり何も言えないでいると、デニックが払われた手を再びソニアの太ももに戻し撫でた。

「なぜ愛した女に触れてはいけない」

「あ……」

　再び始まったデニックの愛撫に、ソニアが吐息を漏らした。

　デニックはソニアの濡れそぼった下着を脱がすと、そっと秘部に手を当てた。

「こんなに濡れて……」

　デニックがソニアの愛液で濡れた手をソニアに見せつけるように顔の近くに持ってきた。

　ソニアは恥ずかしさで顔を俯かせる。

「俺で感じてくれた」

　デニックが嬉しそうな声を出しながら、ソニアの愛液の付いた手を舐める。ソニアが驚いて声を上げた。

「や、やめて！」

「なぜ？　こんなに美味しいのに」

　そんなはずはない。美味しいはずがないのに、デニックは本当に美味しくてたまらないといった様子で愛液を舐めた。

　舐め終わると、今度はゆっくりと秘部に顔を寄せる。

「や、見ないで……！」

「なぜ？　こんなに綺麗なのに」

　デニックがうっとりした顔で秘部を眺める。

「テラテラと濡れて……しっかり閉じていたところが、今はパクパクと物欲しそうに動いている」

　デニックがソニアの蜜壷の入口を指で撫でた。甘い痺れがソニアの背筋に走る。

「少し上のところ……ああ、ここも、触ってほしそうに立って……」

　デニックがソニアの小さな花芽を、愛液で濡れた指で触れた。

「ひあっ！」

　ピクッ、と今までにない快感に、ソニアの身体が跳ねた。

「な、何……？」

　ソニアが初めての感覚に戸惑って瞳に涙を溜めた。

「ああ。自分で触ったこともないのか……そうか」

　デニックはなぜか嬉しそうな顔をしている。

「大丈夫。全部任せたらいい。今からやることは全部気持ちがいいことだから」

　デニックが花芽をグチュ、と指で押した。

「ひやぁん！」

「気をやっても問題ない」

　デニックはグチュ、グチュ、と溢れる愛液を指ですくいながら、ソニアの花芽を押し続けた。段々ゆっくりだった指の動きが速くなり、一本だった指が何本も増えて、花芽だけでなく、蜜壷付近も撫でまくられて、ソニアは秘部全体からくる甘い快感にただ喘ぐしかなかった。

「ああ！　ダメ！」

　花芽を指で挟まれ、ひっぱられ。かと思えばグリグリ押し潰される。

　何度も何度もそれを繰り返され、ソニアは自分の中を何かが駆け上がってくるのがわかった。

（ダメ、きちゃう、ダメ……）

　ソニアの意思とは関係なしに、ソニアの身体は限界を迎えた。

「ほら、イッて」

　デニックのその言葉と共に花芽を引っ張られて、ソニアはもう駆け上がってくる快感に抗えなかった。

「ダメぇぇぇぇ!!」

　叫ぶと同時に激しい快感がソニアの身体を中心から駆け巡った。

　身体がピクピクと痙攣してしまう。

「あ……あ……あ……」

　ソニアが甘い息を吐き出す。

　そのソニアの頭を優しくデニックが撫でた。

「今のがイクということだ」

「イク……？」

　今のが……？

　前世から性経験のなかったソニアには初めてのことだった。

　ソニアにニコリと微笑みかけると、ソニアの身体を上半身だけ起こし、彼女の背後に回った。

　デニックはいつの間にかはだけさせていたソニアのワンピースを完全に脱がせると、今度はその整った双丘に後ろから手を伸ばした。

　優しくもにゅ、と揉む。

「柔らかい」

　ソニアの耳元で囁くと、ソニアがわかりやすく反応した。
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　デニックの熱い息が当たり、その低く甘い声が耳を擽くすぐると、触られていない下半身が疼うずいてしまう。

　デニックはその姿勢のまま、ソニアの胸の頂に指を這わせた。

「あんっ」

　秘部を触られるのとは違う快感がソニアを襲った。

「気持ちいい？」

　デニックが耳元で聞いてくるが、ソニアは恥ずかしくて頷くことができなかった。

　その間にもデニックはソニアのそれぞれの乳首を左右それぞれの手で触った。

「立ってる」

　恥ずかしい事実を言われて、ソニアは耳まで赤くした。

　ソニアも乳首が立っているのがわかった。

「ちゃんと見て」

　デニックの言葉に、ソニアは自身の胸を見た。

　赤くなった乳首が、まるで触ってくれとばかりに立ち上がり、デニックの指で触られるのを待っている。

　ソニアは指が触れる想像をするだけで呼吸が荒くなるのを感じた。

　ハアハア、と息を吐くソニアをからかうように、デニックはゆっくりと乳首を指でつまみ上げた。

　キュッとつままれる感触に、ソニアは背中を仰け反らせる。

「ほら、こうしてつまむと気持ちいいだろう？」

「あ、やぁっ」

「こっちは嫌がっていない」

　両方の乳首をキュッキュッ、とつまみ上げ、それを耳元で囁かれると、目でもその様子を見せられ、ソニアは背筋のゾクゾクする感覚が止まらなかった。

　だが、視線は決してそらさなかった。ソニアはそれが快感に繋がることを理解していた。

（やだ、私、いやらしい……でも目をそらせない……）

　赤くなった乳首。自分とは違うデニックの太い指。耳にかかるデニックの熱い吐息と低い声。背中に感じる温もりと、彼の硬い肉棒がたまにソニアに当たる。

　その全てが快感となり、ソニアの秘部の愛液が止まらない。

「知っているか、ソニア」

「はあ……あ、な、なに……？」

　デニックが殊更声を低くして言った。

「乳首だけでもイケるんだ」

　その言葉を聞いて、ソニアの心臓がドクンと鳴った。

　それは期待に違いなかった。

　デニックが指の動きをさらに速めた。

「ほら、さっきより気持ちいい」

　デニックの言葉が麻薬のように染み込む。

　デニックの指の動きを見ながら、声を聞きながら、期待で胸をいっぱいにしながら、ソニアは高まる快感を止められなかった。

（あ、ダメ、来る……また来る！）

「あああああああイクゥゥ!!」

　ビクビクビクビク!!

　激しく身体を痙攣させながら、ソニアは快感を享受した。

「うまくイケたな」

　デニックがまた褒めるようにソニアの頭を撫でた。

　ソニアは荒い息を吐きながら、デニックに懇願した。

「も、もうおかしくなっちゃう……」

　これ以上はやめてほしい。懇願するソニアに、デニックはニコリと笑った。

「なら、これを挿いれてもいいか？」

「え？」

　そう言ってデニックがソニアに握らせたのは――デニックの肉棒だった。

「きゃっ」

　ソニアは驚いて叫んだが、デニックは手を離すことを許してはくれなかった。

　赤黒く、ソニアの手には収まらないほど大きくドクンドクンと脈打っている。先っぽは先走りで濡れており、ソニアの手を汚した。

「これを挿れたらすぐに終わる」

「それは……」

　ソニアは即答できなかった。

　その反応を見て、デニックはまた笑った。

「なら、終わらない」

　デニックは今度はソニアの脚を大きく開いた。

「きゃあ！」

　慌てて脚を閉じようとするが、デニックの力強い腕がそれを許さなかった。

　再びデニックの目の前に晒された秘部をデニックがじっくり観察する。

「すごい。さっきよりぐちょくちょだ」

　もう下着も付けていないので、デニックの息が直接当たる。

「い、言わないで……」

「どうして？　こう言われるのも好きだろう？」

　ソニアは真っ赤になって反応できなかった。だが、秘部は正直にピクン、と動いた。

　その動きにデニックが口角を上げる。

「ソニアが挿れてと言わないのならちょうどいい」

　デニックの鼻先がソニアの秘部に触れた。

「君の全身を舐め回したいと思っていたんだ」

　次の瞬間、ぬるりとした生暖かい感触がソニアの秘部を襲い、その感触に、ソニアは声にならない声を上げた。

「あ、あ、ひぁっ」

　ぴちゃ、ぬちょ、ねちょ、べちゃ。

　水音が部屋中に響く。

　秘部の感触がデニックの舌だと気付くのに、そう時間はかからなかった。

　熱く太いデニックの舌が、ソニアの秘部を舐め、愛液を飲み込んでいく。

「はあ、はあ、美味しい」

　デニックがデザートを食べているような、心底美味しいものを食べているような声で告げる。

「や、うそつき……！」

「嘘じゃない。ずっと味わっていたい味だ」

　そんなはずないと言いたいが、喘ぎすぎて言葉にならない。

（だめ、気持ちよすぎて……）

　さっきの指とも違う快感だ。

　ウネウネと違う生き物のような動きに、ソニアは翻弄されていた。

　舌はソニアの弱点である花芽も捉えた。

「ひぃん！」

　ベロリと舐められただけでソニアが大袈裟なぐらいに反応した。

　デニックはそれに気を良くしたかのように、そこを重点的に攻撃する。

　舐めて、齧って、吸って。

　デニックに散々いじめられて、花芽は赤く腫れていた。

（気持ちいい……だめ、もう）

　ただでさえ立て続けにイッたソニアの身体は限界だった。

　デニックがジュッと花芽に吸い付いたそのとき。

「いやああああああ！」

　ソニアは再び身体に甘い稲妻が走るのを感じた。

　はふ、はふ、と必死で息を吐くソニアに、デニックは再び訊いた。

「挿れるか？」

　ソニアはギュッと唇を閉じて黙った。

「強情だな」

　デニックがソニアの秘部に指を近づけた。

　指に愛液をたっぷりと付け、ゆっくりと秘部に人差し指を入れた。

「んぅ……！」

　初めて身体の中に入る異物感にソニアが呻いた。

「大丈夫そうだな」

　ソニアが痛がってはいないことを確認して、デニックは人差し指を動かした。異物感と不思議な感覚に、ソニアは身を固くした。

　それに気付いたデニックが、ソニアの花芽を親指で押した。

「あぁっ」

　また始まった快感にソニアの身体から力が抜けた。その隙にデニックがソニアの中に入れる指を増やす。

　チュクチュクと響く水音と快感、慣れない中の感覚にソニアは翻弄されていた。

「だいぶ、ほぐれてきたな」

　硬かったソニアの秘部が、デニックの指を素直に受け入れ始める。

　デニックがソニアの中で指を自由に動かし始めた。

「んぅ……」

　むず痒いような不思議な感覚がソニアを襲う。バラバラに動く指は予想が付かず、ソニアはただその感覚に腰を浮かせた。

　そしてデニックが中からお腹側を擦ったとき。

「んひゃぁ！」

　ビリッとした感覚がソニアを襲った。それは間違いなく快感だった。

「ここか」

　デニックが再びソニアの反応したところを触る。

「やあっ！」

　ソニアがまた身体を震わせた。

　ソニアのイイところだと確信したデニックは中からそこを重点的に擦る。花芽とは違う、じんわりした快感がソニアに走った。

「ああん、あ、ああっ」

　口から出る喘ぎ声が恥ずかしい。けれど自分で抑えることができない。

　デニックは中から擦るだけでなく、やめていた花芽をもう一度触り始めた。中からも外からも快感が走り、ソニアの頭はおかしくなりそうだった。

「だめ、だめ、だめっ」

　また来てしまう。あの感覚が。

「イッて」

　耳元で囁かれたその声を待っていたかのように、ソニアの身体の頭からつま先まで電気が走ったかのような快感が貫いた。

「ああああああんっ!!」

　ガクガクガクガク!!

　今までで一番身体を震わせながら、ソニアが達した。

　シーツに脱力して埋もれながら、ソニアは真っ白な頭で、フワフワした感覚を堪能した。

　しかし、すぐに中に入ったままだったデニックの指が動き出し、ソニアは「あんっ」と声を出した。

「あ、や、待って、イッたばっかり……」

　もう立て続けにイキ続けている。それに今は達したばかりで身体が敏感だった。

　グチュグチュとデニックの指がひたすらソニアの感じるところを擦る。ただ喘ぐことしかできず、再びチカチカと快感で頭が真っ白になろうとしていたとき、デニックの指が抜けた。

「あ……」

　ソニアが物足りなさに切ない声を出す。

　急に引き抜かれた秘部は何かを求めて愛液を垂れ流しながらヒクヒクと動いていた。

　中途半端なところでやめられて、火照る身体を持て余しながらデニックを見ると、デニックが切ない表情でソニアを見ていた。

　その色っぽさにソニアの喉がゴクリと鳴る。

　デニックは再びソニアに自身の肉棒を見せた。先程よりさらに大きくなり、先走りはとめどなく流れている。

　それを見てソニアの秘部が疼くのを感じた。

（だめ……これ以上見てたらあれが欲しくなっちゃう……）

　疼く秘部が止められない。ヒクヒクとデニックの肉棒に反応して愛液はさらに量を増した。

「ソニア」

　デニックがソニアの秘部に自身の肉棒の先を押し当てた。

　それだけで快感が走り、ソニアがピクリと身体を動かした。

　その動きでさらに快感を拾ってしまい、ソニアは自然と腰を動かしていた。デニックの肉棒を自身の秘部にスリスリ押し付ける動きに、ソニア自身恥ずかしさで目を覆いたくなった。

　しかし、腰が止まらない。

（あ、だめ、気持ちいい……気持ちいい……）

　擦り付けているだけでこれなら、中に入れたらどんなに気持ちいいのだろうか。

　想像しただけで秘部が疼き、ソニアの口に唾液が溜まっていく。

　ソニアの動きに合わせてデニックも腰を動かした。

　決して挿れない、表面だけの触れ合い。

　それなのに確かな快感にソニアは酔いしれた。

　二人の出す体液で、擦り合う度にグチュグチュといやらしい音がして、その音もソニアにとって快感となった。

　たまに狙ったかのように花芽にもデニックの肉棒の先が当たり、その度にソニアは甘い息を漏らした。

「ソニア……挿れさせてくれ」

　デニックが熱い息を吐きながら懇願する。その顔には、確かな快感が浮かんでいた。

（私で感じてくれてる）

　そう思うだけでお腹の中が熱くなった。

　ソニアはクチュクチュとお互いの陰部を擦り合わせながら働かない頭で考えた。

（これを挿れてしまったら、もう後戻りはできない……私は彼の妻として生きていかなければいけない）

（死亡フラグもまだ不確定……本当はシンディーがデニックとくっついたほうがいいこともわかってる……だけど）

　ソニアはデニックを見た。怒っているのとは違う、色っぽい表情で、額に汗を浮かばせながら、快感に酔いしれている。

（私、この人が欲しい）

　そう、ソニアはようやく気付いた。

（私、この人が好き。誤魔化していたけれど、もう自分に嘘は付けない）

　身体の反応も、デニックを受け入れている。デニックだからこそ、こんなに感じるのだ。

　ソニアは覚悟を決めて、デニックに告げた。






「いれて……」






　次の瞬間、デニックの怒張がソニアの中に一気に入ってきた。

「かはっ」

　あまりの衝撃にソニアが息を止めた。

　一瞬痛みが身体を駆け巡った。ジンジンと秘部が少し痛む。

「すまない。大丈夫か？」

　デニックが気遣わしげにソニアを見る。

「よくほぐしたが……やはり初めては痛いのだな」

　デニックが労わるようにソニアの頬を撫でた。ソニアはその手に猫のように擦り寄った。

「少し痛いけど大丈夫……もう動いて？」

「だが」

「違うの」

　ソニアを気遣おうとするデニックにソニアが恥ずかしげに告げた。

「疼いて辛いの……お願い、気持ちよくして？」

　ソニアの言葉を聞いたと同時にデニックの腰が動いた。

　ズンズンズンとデニックの肉棒がソニアの中を激しく突く。

「ソニアソニアソニアソニア！」

「あ、あ、あ、デニック……っ！」

　痛みを感じていた秘部は、もうデニックの形に馴染み、確かな快感を拾っていた。

「あ、や、だめ、気持ちよすぎちゃうっ」

「クソッ……！　煽るな！」

　デニックの動きがさらに速くなった。

　ソニアの感じる場所を的確に穿ってくるデニックに、ソニアは為す術もなく喘いだ。

「ソニア、ソニア！　もう俺のものだ！　どこにも行かせない！　どこにも！」

「あ、あ、お願い、私をデニックのものにしてっ！」

　部屋中に響く水音。ベッドの軋む音。肌と肌が当たる音。そしてデニックの温もり。

　全てが愛おしくてたまらない。

「デニック！　またイッちゃう！」

「ああっ！　一緒に……っ」

　デニックがソニアの中を一際強く突いた。

　その激しさにソニアは身体を震わせて達した。そして中でデニックの温かさを感じた。

（中に……出てる……）

　じんわりと胎はらを満たす温かさに、ソニアが自身のお腹を撫でた。

「ソニア」

「デニック」

　デニックがソニアにキスをした。激しさはない、優しいキスだった。

「愛してる。どうか離婚なんて言わず、俺のそばにいてくれ」

　デニックの懇願に、ソニアは頷いた。

「私も愛してる……ずっと私だけを見てて」

　デニックがソニアを抱きしめた。

「ごめんなさい。私、あなたとシンディーをくっつけようとして……」

「ああ。きっと理由があったんだろう。わかってる」

　デニックはソニアに怒るでもなく、彼女の額にキスをした。

「だが、俺はたった一人を愛する性分なんだ。君に惚れているのに、他の女性など目に入らない」

　普段無口なデニックが、懸命にソニアに愛を語った。

「気付かなかった」

「君は鈍い」

　はっきり言われ、ソニアは少し落ち込んだ。

「君以外みんなわかってたぞ」

「え、嘘!?」

「本当だ。でなければ、本屋に行くだけであれだけ仰々しく準備することはないだろう」

（た、確かに……）

　ソニアは当時のことを思い出して納得した。

「あんなに前から私のことを……？」

「ああ。あの頃からずっと」

　デニックが首に下げたロケットを触った。

「このロケットを見つけてもらったときから、君以外見ていない」

　あの開かずの間。あそこからソニアはデニックの母の遺品であるロケットを見つけた。

　デニックにとってとても大切なもの。

　デニックに同情するでもなく、ただ、受け入れてくれたソニアに、デニックは救われた。

　愛するにはそれだけで充分だった。

「ソニア」

　デニックがソニアの花芽を触った。

「ひあっ！」

「散々お預けされたんだ。まだ足りない」

　いつの間にか、ソニアの中に入ったままだったデニックが大きくなっていた。

　花芽を触りながら乳首をつまむ。ゆさゆさと軽く腰を動かし、中からも快感が走る。

（気持ちいいところ、全部触られてる……）

　ソニアは気持ちよさにまたキュッと秘部が締まる。

「もう一度いいか？」

　ソニアは疼く身体に、首を縦に振った。
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　チュンチュンチュン。

　鳥のさえずりでソニアは目を覚ました。

（朝……？）

　起きなきゃ、と思ったが、身体が鉛のように重く動かなかった。

（あ、あれ……？）

　何でだろうと考えたとき、頭の下に温かなものを感じた。

　そっとそれに触れると、それはデニックの腕だった。

（腕枕……!?）

　驚くと同時に、ソニアの頭の中を、昨夜のことが駆け巡った。

（あ、私、昨日デニックと……）

　ソニアが自分の痴態を思い出し、顔を真っ赤に染めた。

（私ったら、気持ちよさのあまり、なんてこと……！）

　ソニアが一人恥ずかしさに悶えていると、視線を感じた。

　おそるおそるそちらを見ると、デニックがソニアを見ていた。

「おはよう」

「お、おはよう……」

　一人で百面相しているところを見られて恥ずかしい。

「お、起きてたの……」

「ああ。寝顔も可愛かった」

　ソニアが起きる前から起きていたらしい。

「そろそろ起きないと……」

「今日は無理だと思うぞ」

　ソニアが不思議そうな顔を浮かべると、デニックが説明してくれた。

「初めてであれだけヤッたんだ。今日一日は足腰が立たないぞ」

「あっ……」

　また昨日のことを思い出し、ソニアは顔を赤らめた。

　確かに身体が動きそうにない。

「身体はソニアが寝ている間に清めたから、そのまま寝てるといい」

「ありがとう」

　確かにあれだけ色々な体液まみれだったはずなのに、身体がさっぱりしている。薄手のローブも身に纏っていた。

「俺は少し仕事を片付けてくるから、少しいい子で待っててくれ」

　デニックがソニアの額にキスをして、部屋から出て行った。

「……デニックって甘やかし系男子なのね」

　いや、原作でもシンディーに対してそうだったからわかっていた。

　だけど、自分に対して彼がそうなるとは想像もしていなかった。

　ソニアが嬉しいような恥ずかしいような気持ちでいると、部屋がノックされた。

「はい」

「入りまーす！」

　シンディーの声だった。

「待って！」

　ソニアが慌てて制止したが、一足遅くシンディーが部屋に入ってきた。

　目の前には明らかに事後のソニアがいるが、シンディーは気にした様子もなく、にっこりと微笑んだ。

「旦那様から朝ごはんは部屋でと頼まれたから持ってきたよ！」

　配膳カートに食事を載せて、シンディーがソニアに近づく。

「あ、あの……」

　ソニアが気まずそうにシンディーに声をかけた。

「その、ごめんね」

「え？　何が？」

　部屋での食事の準備をしながらシンディーが訊ねた。

「デニックのこと……」

　シンディーは合点がいったとばかりに手をぽんと叩いた。

「ああ、そんなこと？」

「そんなことって……」

　シンディーが笑いながら語った。

「旦那様のことは確かに初めかっこいいと思ったしタイプだったけど、すぐに奥様に夢中だってわかったよ」

　ソニアがぽかんと口を開けた。

「わかってなかったのは奥様だけ」

「そ、そうだったの……」

　そんなにデニックは分かりやすかったのだろうか。自分の鈍さにソニアは驚きを隠せなかった。

「まあ、二人の仲を進展させるのにいいかなと思って少し奥様に協力しちゃったけどね」

　そういう意図でソニアのやることに付き合ってくれていたのか。

「さ、ご飯食べようか。食べられる？」

　ソニアが身体を起こしてテーブルまで行こうとするが、足に力が入らなかった。

「……ベッドの上で食べるから手伝ってくれる？」

「もちろん！」

　床にへたりこんだソニアを、シンディーが抱えて起こし、ベッドに戻してくれた。

　シンディーは朝食のサラダをフォークで刺すと、ソニアの口元に持っていった。

「あーん」

「シンディー、それは……」

　自分で食べるからいい、と言おうとしたときに、部屋の扉が開いた。

　デニックだ。

　シンディーとソニアを見ると、彼は二人の間に割って入った。

「それは俺がやる」

　フォークを奪われ、シンディーがやれやれとばかりに朝食をデニックに差し出した。

「じゃあ私は失礼します」

　部屋から出ていこうとしたシンディーが、ふと立ち止まって振り返った。

「私、これでもモテるから気にしないで。最高の相手紹介してみせるから」

　そう言ってウィンクすると、部屋を出て行った。

「……何の話だ？」

「ちょっとね」

　状況が呑み込めないデニックが訊ねてきたが、ソニアは曖昧に微笑んだ。

　デニックはさほど興味がなかったのか、そのままサラダをソニアに差し出した。

「あーん」

「……」

　ソニアは黙って口を開けた。

「美味しいか？」

「う、うん」

「じゃあもう一口」

　またあーん、をされて、ソニアはブンブン顔を横に振った。

「じ、自分で食べられるから！」

　あーんされるのは恥ずかしい。

　ソニアが断るが、デニックはフォークをどけなかった。

「遠慮しないでくれ。やりたいことをやっているだけだ」

「やりたいこと？」

　ソニアが聞き返すと、デニックがにっこり笑った。

「ソニアに俺の手から食事を食べさせて、ソニアの衣服を選んで、ソニアを抱っこして移動させて、ソニアの一日に付き合って、ソニアの入浴を頭の天辺から足の爪先まで洗わせてもらって、夜は思う存分抱かせてほしい」

　想像以上に執着強めで欲望ダダ漏れだった。

（デニックって原作ではもっとこう、さっぱりしていたと思うのだけど……私が拒否し続けたからかしら……）

　困惑しながらも嫌な気がしないソニアもソニアであるが。

「ソニアは何かやってほしいことはないか？」

「やってほしいこと？」

「君の願いならなんでも叶えたいんだ。この国をあげることも厭わない」

　デニックなら本当に可能だから恐ろしい。

　愛が重すぎる、と思いながら、ソニアは前から思っていたことを言った。

「結婚式をやり直したい」

「結婚式……？」

　想定していなかったことを言われたのか、デニックが胡乱な表情をした。

「私たちの結婚式、殺伐としていたじゃない？　だから、両思いになった今二人だけでいいからやり直せないかなって……」

　ちょっと夢見がちなことを言ってしまったかもしれない。

　変なお願いだったかとソニアはデニックの様子をおそるおそる見た。

　デニックが震えていた。

「わかった。一番いい教会で一番いい式を挙げよう。ドレスも国一番のデザイナーを用意する」

「そこまでしなくていいです」

　やや早口で話すデニックに冷静にソニアが突っ込んだ。

「まさか……そんな願いをしてくるなんて……」

　デニックがサラダをテーブルに置いて、ベッドに登ってきた。

「デニック……？」

「ソニア」

　デニックが深く口付けした。

「君が可愛いことを言うからいけない」

　そう言ってデニックは服を床に脱ぎ捨てた。ソニアが着ていた薄いローブも、デニックがサッと剥ぎとってしまった。

　すでに期待で立ち上がっている乳首をデニックが舐めた。

「あんっ！」

　ピリッとした快感にソニアが喘いだ。

「俺は子供もほしいな」

　デニックがソニアの秘部に指を這わしながら言う。

　ソニアは甘い疼きに吐息を漏らしながら「二人ぐらいね」と答えた。

　そのまま二人でベッドに沈み、ソニアは幸せを噛み締めた。

















番外編　デニックの想い












「もっと気合いを入れろ！」

「剣筋がなっていない！　敵を撃つ気があるのか!?」

「休むな！　戦場で休みはない！」

　訓練場にデニックの怒声が響き渡った。

「今日将軍機嫌悪くないか？」

「機嫌いいときあったか？」

「ここ最近機嫌よかっただろ」

　訓練生が小声で話していると、デニックが彼らを睨みつけた。

「そこ！　腹筋百回追加！」

「ひい！」

　訓練生の悲痛な叫びが聞こえたが、デニックはそれどころではない。

（なぜなんだソニア）

「気を抜くな！　常に緊張感を持て！」

（なぜ……）

「剣を落とすな！　戦場なら死んでいる！」

（なぜ俺じゃダメなんだ!?）

　デニックはいまだに朝のショックから立ち直れないでいた。






「何が原因だと思う？」

　デニックは真剣な表情で部下のヘレスに訊ねた。

　仲は良好だと思う。ソニアの生活環境も改善させたし、一緒に過ごす時間も増やした。ソニアはデニックと話すことを嫌がっている様子はないので、嫌われているというわけではないはずだ。

　なのにソニアはデニックを恋愛対象として見られないらしい。

　デニックは朝の「俺じゃダメか？」と聞いたときのソニアの「ダメです」の一言を思い出して泣きたい気持ちになった。

「それはやっぱり」

　ヘレスが臆することなく言い切った。

「好みじゃないんじゃないですか」

　見えない言葉の矢がデニックの心に深く刺さった。

「好みじゃ……ない……」

「ええ」

　デニックが傷つこうがどうしようが気にしないヘレスは、ズケズケと言い放つ。

「そもそも結婚前から奥様のこと大切にしてなかったらしいじゃないですか。それに結婚してもその態度は変わらず、契約結婚に嬉々として同意したのに、その後さっさと自分は家から逃げて、奥様の待遇の悪さに気付かなかった。普通に考えて異性として愛せる要素はないと思いますよ？　あと好みでないかも」

　二回言った。好みでない可能性を二回言った。

　どれもこれも過去のデニックがやらかしたことだ。言い訳のしようもなく、自分が悪い。

　あのときの自分はソニアが嫌いで、ソニアに関心が一切なかった。それが態度として明確に表れていた。

　しかし、今は違う。

　デニックは首から下げたロケットを触った。

　ソニアは過去に囚われたままだったデニックを解放してくれた。それだけで惚れるには充分だ。

　できればこのままソニアと夫婦としてやっていきたいし、恋愛関係になりたい。

　しかし、それはソニアの同意がなければ難しい。何よりソニアには契約書がある。

（なぜサインしたんだ俺は）

　過去を悔やんでも仕方ない。書いてしまったものは消せないし、サインがある以上あれは有効だ。

　つまりこのままだと離婚は決定事項だ。

「どうしたら離婚を取りやめられる？」

「男女の関係になる方法は諦めたんです？」

　諦めたわけではない。最優先事項が離婚回避なだけだ。

　あらゆる女性と付き合ってきた色男のヘレスはニヤリと笑った。

「デートしましょう」

「は？」

　デート？

「なぜデート？　デートはもっと仲良くなってからするべきではないか？　それにそれでなぜ離婚回避できるんだ？」

「まず好かれるしかないから」

　ヘレスが結論を言った。

「契約書にサインしてしまった以上、回避するには奥様に『離婚したくない』と思わせなきゃいけない。だから、奥様がこの人と過ごしたいと思えるように好感度を爆上げしなきゃいけないです」

「ばくあげ……？」

「すごく上げるってことですよ」

　ヘレスの言葉がわからず首を傾げると、ヘレスが丁寧に教えてくれた。こういうところがモテるのだろうと思った。

（羨ましい。俺もモテたい。ソニア限定で）

　だが恋愛対象として見てくれていない。

　悲しくなったところに、ヘレスが説明を続けた。

「自分のことを異性として見ていない相手に異性として見てもらうようにするには、相手が自分を異性として見るしかない環境にするのが一番です。その手っ取り早い方法がデート。デートなんて意識し合う二人が行くところでしかないので」

　その通りだ。デニックはヘレスが神に思えてきた。

「ありがとうヘレス。ソニアをデートに誘ってみる」

「ええ。ちなみに一番手っ取り早く異性に意識させるのは、相手の裸を見るか、見せるかです」

「最高にいらないアドバイスありがとう」

　いきなりそんなことをしたら変態だ。

　デニックはソニアをデートに誘うことに決めた。
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　ソニアとのデートは成功とは言いきれなかったが、なかなか楽しめたと思った。ソニアの希望で新しい使用人も雇ったし、これで彼女も少しは離婚する気がなくなっているのではないかと思ったが……。

「おかしい。妻がやたらとその侍女と俺を二人きりにしようとするんだ」

　ヘレスに再び相談すると、ヘレスは言い切った。

「離婚する気満々なんじゃないですかね？」

「なんだと!?」

　思わず剣を構えるとへレスが「どうどう！」と落ち着くように指示した。獣扱いされているようで不満だったが剣をしまって話を聞いた。

「それどう考えてもこの子をどうぞ、と推薦してるんですよ」

「なぜ？」

「知りませんよ。それは本人に聞くしかないです」

「それで聞いて『あなたが嫌いだから』と言われたらどうする。俺は死ぬ」

「愛が重すぎる」

　結局直接確かめる勇気がないまま、デニックは日々を悶々と過ごした。

「出かけましょう」

　だからそう言われたとき、奇跡だと思った。デニックは気合を入れて準備をし、なぜかソニアが外で待ち合わせをしたいと言うからそれに従った。

　しかし、やって来たのは……。

「なぜ、君がここに？」

「奥様に言われまして……」

　シンディーも気まずそうにしていた。彼女はもうデニックが自分に一切見向きもしないことに気付いている。

　デニックはシンディーにこの場から去ってもらえるように、別の場所に誘導した。

「悪いが君と出かける気はない。今日はこれをあげるから好きにしてくれ」

　デニックがシンディーにお金を渡すと、気まずそうにしていたシンディーが瞳を輝かせて去っていってしまった。

　なかなか現金な子だな、と思いながらデニックも帰ろうとしたが、ふと気配を感じてそちらに向かった。

（間違いない。この気配はソニアだ）

　デニックは足を早めてそちらに向かった。

　着いたとき、ソニアは男達に囲まれ、あまつさえ腕を掴まれていた。

　デニックは頭に血が上るのがわかった。

「――殺す」

　男達がヒュッと喉を鳴らした。

　デニックが瞬時に抜き去った剣を男達に振り上げた。

　あと少しでその剣が男を斬るというそのとき。

「ダメ！」

　ソニアがデニックの腕を掴んだ。

　剣の動きは止まり、斬ろうとしていた男の髪がハラリと落ちた。

「……どうして止める」

　デニックがソニアを見た。怒りが抑えられない。

「この男達はお前に触れた。それだけで万死に値する」

　デニックがギリギリと剣を握る手に力を込めた。

　――殺してやる。

「ここは戦場じゃないのよ！」

　ソニアが叫んだ。

「戦場では、あなたはそれが仕事だから人を殺めるでしょう。でもここは違う。ここでは罪を犯したら司法が裁くの」

　ソニアがデニックをまっすぐ見つめた。

「あなたがその手を汚す必要はないの」

　ソニアが綺麗な瞳でデニックを見た。

　デニックは将軍である。もちろん戦場で指示を出し、自身も戦いに身を投じている。手などとっくに汚れている。

　しかし、ソニアに言われると、この手もまだ汚れきっていないように思えてくる。

　デニックが剣を握っていた手から力を抜いて、剣を鞘にしまった。

「――去れ」

　男達が去っていったが、すぐに憲兵に捕まるだろう。

　デニックはそれよりソニアを連れて早く家に帰りたかった。

　ソニアを抱き上げる。とても軽くて、羽でも生えているのかと思ってしまった。

　そのまま馬車に乗り込み、家に向かう。

　そしてベッドに下ろすと、ソニアにのしかかった。

　戸惑いながらもソニアがシンディーをどう思うか聞いてきた。

「俺にはもう心に決めた相手がいる」

　そう告げると、心底驚いた表情を浮かべた。なぜかわからないが、ソニアはデニックがシンディーに気があると信じているようだった。

（俺は君以外見ていないのに）

　デニックは想いのまま、ソニアに深く口付けた。

「んっ！」

　ソニアが驚いて顔を離そうとするが、デニックはそれを許さなかった。

　ソニアの唇をこじ開け、口腔内を堪能する。

（小さな舌に、小さな歯。俺とは全然違う）

　唾液すら甘い。

　デニックはソニアの唾液を飲み干し、何度も何度も舌で翻弄した。

（ソニア……ああ、ソニアの唇）

　結婚式でもキスはしなかった。これが初めてのキスだ。

　デニックがキスに夢中になっていると、ソニアが息苦しそうにしていることに気付いた。

（まさか、息の仕方がわからないのか？　――可愛すぎるだろうッ）

　デニックはソニアの可愛さに叫びたくなる気持ちを抑えてソニアに告げた。

「鼻で息を吸うんだ」

　再び口を塞ぐと、今度はソニアも呼吸の仕方がわかったようで、苦しくなさそうだった。

　デニックがまた思う存分ソニアの口腔を味わい、満足して口を離したときにはソニアは瞳をとろんとさせていた。

（そんな表情をされたら、もう止められない）

　デニックの喉が鳴った。

　力の抜けたソニアの身体を押し倒し、そっと足に触れた。

「前に一緒に本屋に行って転んだとき」

　デニックがソニアの足に顔を近づけた。

「本当はこうしたかった」

　そしてソニアの足に口付けた。

　あのときはただ怪我がないか確認するために触れただけだった。だが、デニックはソニアの足に触れた瞬間、彼女の足を舐めたくて堪らなくなった。

「あ、や」

　ソニアから漏れる声が愛おしい。

「綺麗な足だ。ああ……ソニア。ソニア。ソニア」

　デニックが夢中になってソニアの足を舐める。

　白い肌。柔らかい感触。ソニアの熱い吐息。

　デニックは興奮する自分を自覚しながら、足を触っていた手を、徐々に秘部に近付けた。

　そして下着越しにソニアの中心に指が触れた瞬間、ソニアの足がピクンと跳ねた。

（ここがソニアの……）

　デニックは荒い息を吐きながらそこを何度も指で押した。下着が湿ってきた。

（感じている。俺の手で）

　それだけなのに、デニックは背筋に甘い痺れが走った。

　しかし、ソニアが怒り出した。

「こんなことしたら離婚できなくなる！」

（――まだ、離婚する気なのか）

　デニックの心がスッと冷えるのを感じた。

「離婚などしない」

　デニックははっきり告げた。ソニアは戸惑っていた。なぜそこまで離婚したいのかわからないが、デニックはもう後には引けないと分かった。ここで引いたらソニアは逃げる。

　既成事実を作って足枷にしなければ。

「なぜ愛した女と別れなければならない」

　デニックにはわからない。こんなにも近くにいたいのに。

「なぜ愛した女に触れてはいけない」

　こんなにも焦がれているのに。

　デニックはソニアへの愛撫を再開した。下着を脱がせ、秘部に手を当てると、そこはすっかり濡れていた。

「こんなに濡れて……」

　デニックがソニアの愛液で濡れた手をソニアに見せるように顔の近くに持っていく。

（ソニア、君は俺で感じているんだ）

「俺で感じてくれた」

　嬉しさが思わず声に出る。可愛いソニアの愛液……デニックはまるでキャンディーを舐めるかのように手に付いた愛液を舐めとった。

「や、やめて！」

「なぜ？　こんなに美味しいのに」

　ソニアは嫌がったが、デニックはやめるつもりはない。愛した女性の愛液がこんなに美味しいとは知らなかった。ソニアのだと思うとずっと舐めていたい。

　だが、いつまでも舐めているわけにもいかない。デニックは今度はゆっくりと秘部に顔を寄せる。

　ソニアが顔を真っ赤にした。

「や、見ないで……！」

「なぜ？　こんなに綺麗なのに」

　あまりの綺麗さに、デニックは溜息を吐いた。

「テラテラと濡れて……しっかり閉じていたところが、今はパクパクと物欲しそうに動いてる」

　生き物のように動き、デニックを受け入れる動きをしている。ピンク色のそれがデニックにはいじらしく愛らしく思えた。

　そこを指で撫でるとソニアがまた可愛い声を出した。

「少し上のところ……ああ、ここも、触ってほしそうに立って……」

　可愛い花芽を、愛液で濡れた指で触れる。

「ひあっ！」

　ピクッ、と今までにない反応をソニアが見せた。

　戸惑いを隠せない様子に、デニックは嬉しくなる。

（ソニアは自分ですら触ったことがないんだ。俺が全て初めて……）

　これが嬉しくない男など存在しない。

「大丈夫。全部任せたらいい。今からやることは全部気持ちがいいことだから」

　デニックが花芽をグチュ、と指で押した。

「ひやぁん！」

「気をやっても問題ない」

　小さな花芽に、ソニアの愛液を塗り込むようにして触ると、ソニアはいやらしい悲鳴を上げた。デニックは嬉しくなってもっとソニアを気持ちよくさせるために手を動かす。

　花芽を撫で回し、濡れそぼった蜜壷の入口を撫でまくった。

　グチュグチュと音がする度にデニックの頭が喜びでいっぱいになる。

（もっと気持ちよくしたい。もっと）

　デニックは花芽を指で挟み、ひっぱったり、グリグリ押し潰したりした。予想不能な花芽への刺激に、ソニアがさらに甘い声を上げて、愛液を溢れさせた。

　ソニアの腰が無自覚に動き出し、その愛らしさにデニックの身体も熱くなる。

「ほら、イッて」

　デニックのその言葉と共に花芽を引っ張ると、ソニアは悲鳴を上げながら果てた。

　ソニアは身体をピクピクと痙攣させ、ハアハアと甘い息を吐いている。

（可愛い）

　そのソニアの頭を優しくデニックが撫でた。

「今のがイクということだ」

「イク……？」

　あまり知識がないらしいソニアがコテンと首を傾げた。

　裸でいやらしいことをしているのに、その清らかさ。デニックはソニアのギャップに興奮した。

　ソニアにニコリと微笑みかけると、ソニアの身体を上半身だけ起こし、彼女の背後に回った。はだけさせたワンピースを完全に脱がし、顕になった美しい双丘に目眩がした。

　美しいものを汚すことに、デニックはぞわりと背筋を震わせた。胸に触れると、この世のものと思えない感触が伝わった。

「柔らかい」

　思わず熱い息が漏れる。

　デニックはその姿勢のまま、期待するように立ち上がったソニアの胸の頂に指を這わせた。

「あんっ」

　ソニアから甘い声がした。

「気持ちいい？」

　ソニアは答えなかったが、秘部からさらに愛液が溢れたことにデニックは気付いた。デニックはあえてソニアに恥ずかしいことを耳打ちする。

「立ってる」

　恥ずかしい事実を言われて、ソニアは耳まで赤くした。そして、はぁ、と甘い吐息が漏れた。

「ちゃんと見て」

　デニックの言葉に、ソニアは自身の胸を見た。

　赤くなった乳首が、まるで触ってくれとばかりに立ち上がっている。

　ソニアの呼吸が速くなり、愛液もまた溢れ出す。デニックはソニアに見えるように、焦らすように、ゆっくりと乳首を指でつまみ上げた。

　キュッとつまむと、ソニアは背中を仰け反らせた。

「ほら、こうしてつまむと気持ちいいだろう？」

　両方の乳首をキュッキュッ、とつまみ上げ、それを耳元で囁き、その様子を見せつけると、ソフィアは蕩けた顔をして、ソニアは感じた様子でひたすら愛液を垂れ流していた。

　恥ずかしそうにしながらも、ソニアは視線を乳首から外さなかった。おそらくそうした方が気持ちいいと、自分でも気付いたのだろう。

　デニックはさらに意地悪したい気持ちになった。

「知っているか、ソニア」

「はあ……あ、な、なに……？」

　乳首の快感に夢中になっていたソニアがデニックに意識を戻した。快感に従順なその様子も愛おしかった。

「乳首だけでもイケるんだ」

　その言葉を聞いて、ソニアの瞳に期待が浮かんだのをデニックは見逃さなかった。

「ほら、さっきより気持ちいい」

　ソニアがより感じられるように、耳から犯す。

　ソニアはデニックの指の動きから視線を外すこともできず、期待でさらに自分の感度を上げていた。デニックは乳首をさらに強く速く弄る。

　ソニアの身体が震え始めた。

「あああああああイクゥゥ!!」

　ビクビクビクビク!!

　激しく身体を痙攣させながら、ソニアは快感を享受した。

「うまくイケたな」

　デニックがまた褒めるようにソニアの頭を撫でた。

　ソニアは荒い息を吐きながら、デニックに懇願した。

「も、もうおかしくなっちゃう……」

　それはデニックにとって好都合だ。デニックはニコリと笑った。

「なら、これを挿れてもいいか？」

　そう言ってデニックがソニアに握らせたのは、デニックの肉棒だった。

　ソニアは驚いて叫んだが、デニックはソニアが肉棒から手を離すことを許さなかった。

　ソニアに触られただけで弾けそうなほど興奮している。早くこれを挿れたい！　早く、この愛しい蜜壷に挿れて、ソニアを気持ちよくさせたい。

　そうしたら離婚も引き止められる。

「これを挿れたらすぐに終わる」

　しかし、ソニアは頷かなかった。

（まだ足りなかったか）

　デニックは今度はソニアの脚を大きく開いた。

「きゃあ！」

　ソニアが慌てて脚を閉じようとするが、デニックの力強い腕がそれを許さなかった。

　再びデニックの目の前に晒された秘部をデニックがじっくり観察する。

　愛液で濡れ、光に反射する。まるで貝のように蠢く蜜壷の入口は、挿れてくれる肉棒を求めていた。

「ソニアが挿れてと言わないのならちょうどいい」

　デニックの鼻先がソニアの秘部に触れた。独特の香りが鼻腔をくすぐる。

「君の全身を舐め回したいと思っていたんだ」

　デニックはソニアの秘部に口を付けた。愛液を啜すすり、蜜壷の入口を舐めたり少し舌の先を入れる。とめどなく溢れてくる愛液で顔が濡れることも気にならない。むしろ一生浴びていたいとさえ思った。

「あ、あ、ひぁっ」

　ぴちゃ、ぬちょ、ねちょ、べちゃ。

　響く水音とソニアの声に、頭がおかしくなりそうだ。

（ああ、なんて甘美なんだ。君の味だ）

　デニックは夢中になって舐め回す。ソニアの弱い花芽を舐めることも忘れない。

「ひぃん！」

　やはりここが弱いと判断したデニックは、ソニアの花芽を重点的に攻撃した。舌で嬲り、口で吸って、歯で齧る。

　ベロリと舐められただけでソニアが大袈裟なぐらいに反応した。

　デニックはそれに気を良くしたかのように、そこを重点的に攻撃する。

　舐めて、齧って、吸って。

　ソニアの呼吸がまた荒くなってきた。

　デニックはトドメとばかりに花芽に強く吸い付いた。

「いやああああああ！」

　ソニアは再び激しく痙攣して果てた。

　はふ、はふ、と必死で息を吐くソニアに、デニックは再び訊いた。

「挿れるか？」

　ソニアはギュッと唇を閉じて黙った。

「強情だな」

（まあ断ることは想定内だ。だから今のうちに……）

　デニックがソニアの秘部に指を近づけた。

　指に愛液をたっぷりと付け、ゆっくりと秘部に人差し指を入れた。

「んぅ……！」

　初めて身体の中に入る異物感にソニアが呻いた。

（痛くならないように、中も解さなければ）

　ソニアが痛がってはいないことを確認して、デニックは人差し指を動かしたが、ソニアは慣れない感覚に身を固くした。

　それに気付いたデニックが、ソニアの花芽を親指で押した。

「あぁっ」

　ソニアから力が抜けたのを見計らって、デニックが指を増やす。

　チュクチュクと響く水音と指をギュッとする中の動きに、デニックは唾を飲み込んだ。

（ここに俺が入ることができたら……）

　それはどれだけの快感だろうか。

　デニックは指に慣れ始めたソニアの中を探る。お腹側を指が擦ったとき、ソニアが大袈裟なぐらい反応した。

「ここか」

　ソニアのイイところだと確信したデニックは中からそこを重点的に擦る。

「ああん、あ、ああっ」

　ソニアは恥ずかしそうに喘いでいた。

（もっと気持ちよくしてあげよう）

　デニックは中から擦るだけでなく、やめていた花芽をもう一度触り始めた。中からの快感と外からの快感。両方からの快感にソニアは悲鳴を上げた。きっと達しそうなのだ。

「イッて」

　デニックの言葉を合図にしたかのように、ソニアが激しく身体を震わせた。

「ああああああんっ!!」

　ガクガクガクガク!!

　ソニアはシーツに脱力して埋もれながら休憩していた。しかし、デニックは休ませるつもりはなかった。

「あ、や、待って、イッたばっかり……」

　ソニアの抗議の声も無視した。

　グチュグチュとソニアの中をデニックの指が先程見つけたイイところを擦る。また達しようとしたところで、デニックは指を止めた。

「あ……」

　ソニアが物足りなさで切ない声を出す。秘部はヒクヒクと何かを求めて動いている。

（もう我慢できないだろう？　ソニア）

　達せないもどかしさからデニックを見つめるソニアはいやらしくて色っぽくて、デニックの喉が鳴った。

　デニックはソニアにわざとらしく肉棒を見せつけた。ソニアは求めるようにそれに視線が釘付けになる。さらに秘部がヒクヒクするのをデニックは見逃さなかった。

　デニックがソニアの秘部に自身の肉棒の先を押し当てると、ソニアが身体をピクリと動かした。そのままソニアの腰が動き、デニックの肉棒で快感を拾っていた。ソニアも止められないようで、快感に酔った顔をしながらも戸惑いが感じられた。

（なんていやらしいんだソニア……）

　デニックはソニアの顔と秘部をじっくり見ながら自身も腰を動かした。

　決して挿れない、表面だけの触れ合い。

　それがもどかしくてたまらなく気持ちよかった。

　たまにソニアの花芽にも肉棒の先を当てて、よりソニアを追い詰めていく。

「ソニア……挿れさせてくれ」

　ソニアは少し逡巡したが、ついに口を開いた。






「いれて……」






　次の瞬間、デニックは気付いたらソニアの中に入っていた。

　温かいソニアの胎内。蠢く蜜壷。

　今すぐにでもイッてしまいそうなのを耐えてデニックはソニアを気遣った。

「すまない。大丈夫か？　よくほぐしたが……やはり初めては痛いのだな」

　ソニアは初めてなのだ。暴走しないようにゆっくりとしよう。

　そう思ったのに……。

「疼いて辛いの……お願い、気持ちよくして？」

　ソニアの言葉を聞いたと同時にデニックの腰が動いた。

　正直もうそこからは無我夢中だった。ソニアの愛らしい声。感じている顔。搾り取ろうと蠢く蜜壷。

　全てが愛おしかった。

　その後、お互いの気持ちを伝え合って、本当の夫婦となれた。






　そして今日。

「永遠の愛を誓いますか？」

　ソニアとデニックは二回目の結婚式をしている。

「誓います」

　そう告げるソニアは大変美しかった。
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　以前の有り合わせのドレスではない、ソニアのための特注のドレス。美しく化粧を施し、何より自分のために着飾ってくれている花嫁は何より愛おしく思えた。

　誓いの口付けを交わすと、ソニアがはにかむように微笑んだ。

（可愛い）

　たまらなくなってデニックはソニアを抱き上げた。

「わ！　な、何？」

　戸惑うソニアを抱き抱えたまま、デニックはその場を走り去った。

　神父はポカンとしていたが、ゲストのいない、二人だけの結婚式だ。いきなり花婿が花嫁を抱えて走り出しても誰も咎める人はいない。

　デニックはそのまま馬車に飛び乗り、馬車が屋敷に着いたら再びソニアを抱えて二人の寝室に入っていった。

　ベッドにソニアを下ろすと、デニックはドレスを脱がし始めた。

「ちょっと！　デニック!?」

　ソニアが慌てて止めようとするが、デニックは止まらない。

「ダメか？」

　子犬のような顔で訊ねられて、ソニアはうっ……と反応に困る。

「ダメって言うか……もう少し余韻に浸りたかったというか……」

「だって俺の花嫁だ」

　デニックがソニアの唇にキスをした。

「俺の花嫁なんだ」

　デニックはソニアの顔中にキスの雨を降らせる。

　そしてそっとウェディングドレスの紐を緩めた。

「デニック！」

「いいだろう？」

　デニックが上目遣いに見てくる。ソニアは狡いなぁと思いながら、デニックの首に腕を回した。

「今夜が初夜なんだから、優しくしてね」

　愛らしい妻のお願いに応えるべく、デニックは妻をベッドに押し倒すのだった。
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